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と
女
性
教
師
の
率
が
ぐ
っ
と
下
一
呑
ん
だ
の
が
不
幸
の
始
ま
り

が
る
。
乙
の
格
差
、
大
学
教
員
一
だ
」

の
性
比
も
出
す
べ
き
。
一
反
対
票
を
投
じ
た
岡
崎
さ
ん

マ
高
校
家
庭
科
の
男
女
共
修
一
は
「
小
選
挙
区
制
は
第
一
党
に

も
よ
う
や
く
始
ま
る
が
、
ト
ッ
一
有
利
で
民
意
を
反
映
せ
ず
、
肝

プ
(
行
政
、
校
長
)
が
大
体
男
一
心
の
腐
敗
防
止
|
|
政
治
資
金

な
ど
主
に
女
性
が
携
わ
る
職
業
性
で
、
乙
の
意
識
が
変
わ
っ
て
一
の
規
制
は
ザ
ル
も
い
い
と
こ

の
低
賃
金
。

い
な
い
の
が
問
題
。
男
性
教
育

一
ろ
。
疑
問
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
ず
反

マ
管
理
職
の
少
な
さ
を
一
括
の
問
題
点
を
記
述
し
て
欲
し

一
対
し
た
」
。

の
数
字
で
示
さ
ず
、
部
長
、
課
い
。

一

党
と
し
て
は
唯
一
反
対
の
共

長
な
ど
レ
ベ
ル
別
で
書
く
。
少
マ
高
齢
者
問
題
を
書
く
場
所

一
産
党
の
吉
川
さ
ん
は
「
参
院
で

々
管
理
職
が
い
て
も
、
低
位
の
が
園
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は

一
否
決
、
両
院
協
議
会
で
決
裂
し

管
理
職
ば
か
り
と
言
う
こ
と
が
な
い
が
、
別
に
項
目
を
立
て
て
一
た
も
の
を
、
深
夜
の
ト
ッ
プ
合

は
っ
き
り
す
る
。
哲
く
べ
き
。
ま
た
保
育
問
題
が
一
意
で
ゴ
リ
押
し
し
た
。
乙
れ
は

マ
日
本
の
女
性
の
、
平
和
へ
〈
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
女
一
日
本
の
民
主
主
義
を
ダ
メ
に
す

の
平
等
が
不
十
分
。
ク
ォ

1
タ
の
取
り
組
み
を
暫
い
て
欲
し
性
〉
の
欄
に
入
っ
て
い
る
の
は
一
る
も
の
だ
」
。

制
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、
聞

い

。

お

か

し

い

。

一

ま

と

め

役

と

し

て

出

席

し

た

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
取
り
マ
教
育
で
は
、
女
子
の
進
学
マ
い
ま
だ
に
残
る
慣
習
的
な
一
富
田
信
男
明
大
教
授
か
ら
「
ど
選
挙
制
度
改
革
を
し
な
が
ち
政
の
を
党
に
大
反
対
さ
れ
て
・
」

ポ
l
ト
)
は
、
北
京
会
議
の
基
い
て
の
歴
史
教
育
の
必
要
性
を
入
れ
る
展
望
、

I
L

O
-
5
6
率
は
男
子
を
越
え
た
と
言
わ
れ
性
差
別
、
農
村
の
意
識
の
遅
れ
、

一
う
も
一
般
議
員
は
H
党
議
ρ

で
界
再
編
を
し
強
力
な
権
力
を
作
と
い
う
話
に
参
加
者
も
H
エ
ッ

礎
資
料
に
な
る
も
の
。
国
連
か
書
く
べ
き
だ
。
号
条
約
批
准
(
家
族
的
貿
任
条
る
が
、
短
大
を
大
学
の
中
に
合
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
一
賛
成
し
た
ら
し
い
。
本
当
に
熱
る
乙
と
だ
。
今
、
小
沢
さ
ん
の

?
H
終
始
、
小
選
挙
区
制
に
反

色
示
さ
れ
た
項
目
、
記
述
内
容
マ
国
連
女
性
差
別
委
員
会
で
約
)
も
進
ん
で
な
い
こ
と
を
い
め
て
い
る
か
ら
で
、
四
年
制
の
ト
、
婚
外
子
差
別
等
も
き
ち
ん
一
心
だ
っ
た
の
は
誰
か
?
」
と
疑
考
え
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
」
対
し
た
有
権
者
同
盟
な
ど
諸
団

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
ま
の
、
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
査
の
蚕
れ
る
べ
き
。

女
性
の
比
率
は
少
な
い
。
統
計
と
触
れ
て
欲
レ
い
。
性
暴
力
の
一
聞
を
提
出
。
と
い
い
、
自
民
党
の
若
手
二
十
体
が
開
催
す
る
会
に
出
席
す
る

と
め
る
。
全
体
で
五
十
ペ
ー
ジ
員
の
コ
メ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
反

マ
男
女
と
も
長
時
間
労
働
を
き
ち
ん
と
出
し
、
学
部
別
の
件
に
関
し
て
は
、
政
府
の
き
ち
一

白
川
さ
ん
は
「
選
挙
制
度
を
二
人
で
出
し
た
「
民
主
主
義
の
と
は
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、

と
い
う
日
的
な
制
約
が
あ
る
の
映
さ
せ
る
べ
き
。

で
、
コ

1
ス
別
の
複
雑
な
雇
用
学
生
の
比
率
を
出
せ
。
女
性
学
ん
と
し
た
デ
l
タ
も
な
く
、
至
一
変
え
ろ
と
い
う
論
が
ワ
l
ッ
と
危
機
に
関
す
る
緊
急
声
明
|
|
参
加
者
も
唖
然
。
伊
東
さ
ん
も

で
、
意
見
の
全
て
が
反
映
さ
れ

マ
均
等
法
に
つ
い
て
、
雇
用
制
度
の
女
性
差
別
。
不
況
下
、
の
現
況
も
触
れ
る
べ
き
だ
。
教
急
、
調
査
を
す
べ
き
だ
。

一
沸
い
た
。
璽
大
な
役
割
を
果
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
対
す
る
苦
笑
。

る
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
日
の
入
り
口
か
ら
全
て
の
段
階
で
女
性
パ
l
ト
の
解
麗
。
看
護
職
員
も
、
中
等
教
育
以
上
に
な
る

一
た
も
の
に
亀
井
正
夫
民
ち
が
握
笹
鐘
」
を
披
露
。

伊
東
さ
ん
は
「
四
法
案
の
聞

は
一
時

間

半

の

時

闘

が

足

り

な

り

ま

い

た

H

中

選

挙

区

諸

悪

根

石

田

さ

ん

が

、

「

で

は

今

の

題

点

は

大

い

に

感

じ

な

が

ら

、

三
い
様
々
な
意
見
が
出

一

変

台

皮

革

目

去

を

食

E
r

襲
が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
が
中
選
挙
区
の
ま
ま
で
い
い
の
党
の
決
定
と
し
て
割
り
切
る
し

f

一

面

向

υ'目
同
宮
司
町
民
と

μ
#可+，
E
Z
=目
・

飛
び
つ
き
、

そ
れ
に
疑
問
を
言
か
。
女
性
や
新
人
が
出
に
く
い
か
な
い
と
白
票
を
投
じ
た
。
し

な
お
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
l
一

・

l

i

-

-

1

1

・

E

l

-

-

う
人
は
P
守
旧
派
H
に
さ
れ
て
と
い
う
が
、
出
ら
れ
る
人
が
出
か
し
腐
敗
防
止
を
何
と
し
て
も

の
町
村
詩
臨
む
一

語

説

本

物

の

腐

敗

防

止

を
F
-

九
三
一
日
日
長
丘
町
山
世
間
UUμ

鰐
誌
駅
下
品
目

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

・

度
等
の
問
題
は
、
現
状
が
完
壁
ち
は
M

出
た
い
人
よ
り
出
し
た
防
止
先
行
案
を
出
し
た
。
が
、

反
東
婦
人
問
題
担
当
室
長
は
一
「
政
治
改
革
四
法
案
を
検
証
子
(社
・
衆
)
、
石
由
美
栄
(
民
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
で
本
気
で
選
挙
制
度
を
変
え
た
で
な
い
と
し
て
も
、
変
え
方
に
い
人
を
H
と
思
っ
て
い
る
」
と
今
、
社
会
党
で
は
H
腐
敗
防
止
H

「
私
た
ち
は
全
て
の
N
G
O
を
一
し
、
各
党
派
が
ど
の
よ
う
に
考
社
・
衆
)
、
岡
崎
宏
美
(
無

・
衆
)
っ
た
。
自
分
で
選
挙
を
し
て
み
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
異
論
が
あ
る
と
き
は
変
え
て
は
反
論
が
出
た
(
と
の
後
、
石
田
と
い
っ
た
だ
け
で
白
い
眼
で
見

知
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
こ
一
ぇ
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
紀
平
悌
子
(
無

・
参
)
の
各
議
て
、
中
選
挙
区
は
広
く
て
た
い
い
な
い
。
議
員
の
七
1
八
割
は
、
い
け
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
さ
ん
は
所
用
で
退
席
)
。
ら
れ
る
。
ζ
つ
い
う
風
潮
こ
そ

の
会
の
通
知
が
行
き
渡
っ
た
と
一
の
か
を
聞
く
会
」
と
い
う
学
習
員
が
参
加
し
た
。
新
党
さ
き
が
へ
ん
で
小
選
挙
区
な
ら
よ
り
よ
理
由
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
ハ
ラ
で
反
対
と
い
え
な
い
雰
囲
気
に
な
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
吉
川
さ
残
念
:
・」
と
い
う
。

は
思
っ
て
い
な
い
。
N
G
O
と
一
会
が
、
汚
職
に
関
係
し
た
候
補
け
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
い
選
挙
が
で
き
る
と
思
う
。
も
は
法
案
に
反
対
だ
。
連
立
政
権
り

北
京
会
議
の
基
礎
資
料

従
軍
慰
安
婦
の
問
題
避
け
る
な

、'l唖血検百台'1-十'

第
四
回
世
界
婦
人
会
議
ヘ
向
け
民
間
の
意
見
を
聞
く

来
年
九
月
、
北
京
で
開
か
れ

る
第
四
回
世
界
婦
人
会
議
に
、

国
か
ら
提
出
す
る
報
告
(
カ
ン

ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
)
に
、
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
毘
問
団
体
か

ら
聞
く
会
が
三
月
一
日
に
聞
か

れ
た
。
乙
れ
は
報
告
の
記
載
内
容
に

つ
い
て
、
事
務
局
(
総
理
府
婦

人
問
題
担
当
室
)
か
ろ
第
四
回

世
界
婦
人
会
議
日
本
国
内
委
員

会
N
G
O
部
会
(
縫
回
嘩
子
部

会
長
)
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た

が
、
N
G
O
部
会
の
委
員
だ
け

で
な
く
、
広
く
臣
閣
の
意
見
を

聞
こ
う
と
い
う
と
と
に
な
っ
た

も
の
。
今
ま
で
の
世
界
会
識
の
報
告

作
り
の
と
き
、
と
う
し
た
民
閣

の
意
見
を
聞
く
試
み
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
く
、
車
の
根
の
女

性
の
芦
を
こ
そ
聞
乙
う
と
い
う

女
性
会
議
の
位
界
の
流
れ
が
、

日
本
で
も
乙
つ
い
、
つ
形
で
現
れ

た
も
の
。

こ
の
報
告

(カ
ン
ト
リ
ー
レ

込)ん
吋
E
3

鶴制機望書記噌

r(，帯J

圃
警
視
庁
に
初
の
女
性
課
長

先
ご
ろ
全
国
初
の
女
性
署
長

を
誕
生
さ
せ
た
轡
視
庁
に
、
今

度
は
女
性
課
長
が
誕
生
。
坂
口

知
子
暫
部
で
、
女
性
の
管
理
職

は
全
国
で
初
め
て
(
こ
の
方
が

矯
き
な
の
だ
が
)
。
二
月
二
十

八
日
付
で
代
々
木
署
地
域
課
長

に
就
任
。

圏
政
治
改
革
法
案
が
成
立

連
立
与
党
と
自
民
党
が
合
意

し
た
政
治
改
革
法
の
修
正
が
、

四
日
、
参
院
歪
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。

成
立
し
た
の
は
、
公
職
選
挙

法
改
正
、
衆
院
選
挙
区
固
定
審

議
会
設
置
法
改
正
、
政
治
資
金

規
正
法
改
正
、
政
党
助
成
法
改

正
の
四
法
。

圃
映
像
倫
理
協
議
会
が
発
足

四
月
か
ら
、
映
倫
管
理
委
員

会
と
日
本
ビ
デ
オ
倫
理
協
会
の

共
同
審
査
機
関
と
し
て
「
映
像

倫
理
協
議
会
」

(略
称
・
映
像

倫
)
を
発
足
さ
せ
る
。

現
在
、
劇
場
上
映
さ
れ
る
映

画
は
映
倫
、
成
人
ビ
デ
オ
は
日

本
ビ
デ
オ
倫
の
審
査
を
受
け
て

国

際

女

性

条

約

・

資

料

集

〈
好
評
発
売
雪
山
山

国
際
女
性
法
研
究
会
編

A
5
・
一
ニ
六
O
O
円
州
知

女
性
の
地
位
向
上
に
不
可
欠
主
条
約
-情
報
を
分
傾
集
大
成
し
た
初
の
条
約
集
t
d

/

山
ア
判
刷

Z
-大
常
化
各
刊
加
に
解
説
を
付
'dh~
・
叫
ん
や
す
く
学
び
や
す
い
待
望
の
J
J
J
い

古

川

刊

国

際

人

権

条

約

・

宣

告

曇

-

〔
第
二
版
〕
で
直

行
田
畑
茂
二
郎
・
竹
本
正
幸
他
編

A
5
・
三
五
O
O
円

日

ほ

奇

人
催
問
係
の
主
繋
条
約
を
旧
閉
経
し
時
{
U
に
か
弘
っ
た
山
版
と
し
て
M
N
の
a

削
版
を
・

・ド、

且取

判
刷
目
的
‘'f
を
大
き
く
し
大
幅
崎
山
閉
す
る
と
比
ハ
に
、
特
に
実
務
家
に
配
慮
し
た
決
定
.版
。
霞
沖

ま
こ
と
に
申
し
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
四
月
か
ら
、

購
読
料
を
年
六
千
円

(
送
料

乙
み
)
に
値
上
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
一
月
二

十
四
日
か
ち
、
郵
便
料
金
が

値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
第

三
種
郵
便
は
中
で
も
も
っ
と

も
高
率
で
、
五
六
%
の
値
上

げ
。
二
十
六
円
だ
っ
た
郵
送

不
況
の
折
、
千
円
も
値
上

げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
}
本
当
に
申
し
わ
け
な
く

思
い
ま
す
。
せ
め
て
、
郵
送

料
が
暫
定
料
金
の
値
上
げ
の

三
月
ま
で
は
旧
定
価
の
ま
ま

す
え
お
き
、
四
月
か
ら
値
上

げ
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。側
全
国
帰
人
新
聞
社

料
が
現
在
暫
定
料
金
で
三
十

三
円
に
、
四
月
か
ら
は
本
格

値
上
げ
で
五
十
円
に
な
り
ま

す

(
ポ
ス
ト
投
函
の
場
合
は

六
十
円
)
。
私
ど
も
の
新
聞

の
よ
う
に
、
購
読
者
へ
の
配

布
を
郵
送
に
頼
っ
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
に
は
、
ま
さ
に
台

所
直
態
。
旧
定
価
で
お
届
け

す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

真
夜
中
に
な
る
と

伺
か
や
ら
か
す
細
川

さ
ん
O

H
生
活
者
の

感
覚
が
な
い
H
と
皮

肉
ら
れ
た
の
が
こ
た

え
た
か
、
「
ま
た
ま
た
夜
中
に

な
り
ま
し
た
が
:
:
:
」
と
断
わ

り
を
入
れ
て
、
結
局
、
内
閣
改

造
騒
動
は
チ
ョ
ン
。
め
で
た
し

か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
な
い

が、

一
般
人
に
と
っ
て
は
伺
の

騒
ぎ
や
ら
V
今
回
の
ド
タ
パ
タ

で
気
に
な
っ
た
の
は
官
房
長
官

に
つ
い
て
H
女
房
役
の
く
せ
に

:
(
総
理
を
た
て
な
い
)
H
と

い
っ
た
言
い
方
が
横
行
し
た
こ

と
。
別
項
で
書
い
た
第
四
回
世

界
女
性
会
議
(
北
京
)
に
向
け

て
の
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

に
記
載
内
容
に
つ
い
て
民
間
団

体
の
意
見
を
聞
く
会
で
も
、
冒

頭
に
、
「
H
女
房
役
、
女
房
役
H

と
聞
き
苦
し
い
。
乙
れ
は
差
別

用
語
だ
。
婦
人
問
題
推
進
本
部

長
(
総
理
大
臣
)
、
婦
人
問
題

担
当
大
臣

(
官
房
長
官
)
に
も

よ
く
一
言
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
厳
し
い
意
見
が
出
た

V
女
房
っ
て
差
別
用
語
か
し
ら

?
と
言
う
人
も
い
る
、
婆
の
こ

と
を
一
言
う
の
に
、日
本
で
は
妻
、

ワ
イ
フ
、
カ
ミ
サ
ン
、
女
房
、

家
内
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
て
、

H
家
内
M

よ
り
は
女
房
は
元
気

が
あ
っ
て
、
実
力
者
的
語
感
も

あ
る
が
、
H
女
房
役
M

と
一
言
っ

た
時
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
趣
に

な
る
。
つ
ま
り
主
人
に
対
す
る

女
房
|
l
V
広
辞
苑
を
見
る
と

μ
女
房
役
H
は
『
妻
が
夫
を
補

佐
す
る
よ
う
に
、
補
佐
の
役
を

す
る
人
』。

対
等
の
カ
ッ
プ
ル

と
い
う
思
考
は
零
V
朝
日
新

聞
、
み
ん
な
の
Q
&
A
〈内
閣

官
房
長
官
〉
(
三
月
二
日
付
)
。

『首
相
の
補
佐
役
で
女
房
役
と

も
言
わ
れ
て
い
る
0

・・:
:
首
相

が
実
現
さ
せ
た
い
政
策
に
つ
い

て
各
閣
僚
や
省
庁
と
調
整
し
、

国
会
へ
の
根
回
し
を
す
る
の
が

主
な
仕
事
だ
。
い
わ
ば
黒
子
に

徹
す
る
こ
と
:
・。
あ
る
経
験
者

は
「
自
分
の
思
い
を
押
さ
え
な

い
と
勤
ま
ち
な
い
」
と
い
う
』

V
ヤ
レ
ヤ
レ
、
ひ
た
す
ら
夫
を

立
て
、
補
佐
し
、
自
分
は
じ
っ

と
我
慢
と
い
う
古
い
夫
婦
観

(
男
の
歪
面
)
そ
の
も
の
で
は

な
い
か
V
日
本
で
女
性
の
総
理

が
出
現
し
、
男
性
が
官
房
長
官

に
な
っ
た
時
、
何
と
い
う
の
だ

ろ
う
ね
、
と
思
っ
た
ら
、
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

会竺空!歩
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図
表
で
み
る
女
の
現
在

フ
ォ
ー
ラ
ム
女
性
の
生
活
と
展
望
編
女
た
ち
は
真
に
自
由

と
創
造
を
獲
得
し
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
女
に
関
す
る
最

新
デ
ー
タ
を
空
前
の
図
表
数
で
収
録
。
問
題
の
あ
り
か
を
描

く
。
シ
リ
ー
ズ
〈
女
・
あ
す
に
生
会
る
〉
②

・
二
八
O
O
円

目
次
|
|
'
I
家
族
・
家
庭
口
労
働
・
仕
事
山
教
育
・
学

習

W
社
会
参
加

V
生

活

・

消

費

羽

余

暇

活

動

刊

心

か

ら

だ

四

高

齢

化

社

会

コ

ラ

ム

図

表

一

覧

私
の
「
女
性
学
」
講
義

〔三訂版〕

小
松
満
貴
子
著
・
ジ
ェ
ン
ダ
l
と
制
度

ト
ー
タ
ル
な
人
間

観
察
の
新
し
い
方
法
を
模
索
す
る
「
女
性
学
」
へ
と
誘
う
。

シ
リ
ー
ズ

〈
女
・
あ
す
に
生
怠
る
〉
①

・
二
八
O
O
円

キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ボ
ル
図
典

m

a
E
H刊
v

パ
ル
ビ
ゾ
ン
派
井
出
洋
一
郎
著
問

ダ
ン
テ
研
究

I
l
E
Z肘

中

森

後

宗

著

A
5
・
二
三
六
九
円

A
5
・二
O
六
O
円

浦
一
章
著

菊
判
・
七
八

O
O円

相
田
み
つ
を
待
望
の
遺
稿
集

雨
の
日
に
は
:

「耐
の
日
に
は
同
の
小
企

風
の
日
に
は
風
の
中
を
」が
符
お
の

生
為
さ
る
ト
で
の
テ
!
?
で
し
た
。
や
り
爪
し
が
き
か
な
い
人
生

tT
，
山
気
づ
け
て
〈
れ
る
、
心
の

Z
で
す
。
相
川
さ
ん
の
こ
と
ば

の
耐
に
う
た
れ
て
く
だ
さ
い
。

-
げ
万
鴻
・
定価
1
、
6
0
0
内

相
田
み
つ
を
優
し
い
心
を
優
し
い
省
と
こ
と
ば
で
贈
る
、

永
還
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
-
∞∞万部
.
定価
1
、
5
5
0
円

一

生

感

動

一

生

青

春

闘

獄

震

一
略
本

懸

単

語

也

市

長

に
ん
げ
ん
だ
も
の

ビジネスネ土

家
族
の
風
景
m

%
章

一
抑
制

タイ教師と見た
ホ夢の因。ニッポン

gj動
ZSく
4 310 主

i損婦
;益の
益分
言岐
認占

秋
葉
菜
保
子
著

存可
u
，ワォ
l
'
u料
理
・
主
計
記
/

西
野
陽
子
著

・
き
の
う
の
お
か
す
を
ひ
と
隊
変
え
て
妓
っ
た
料
理
を
ム
タ
に

せ
す
、
短
時
間
で
「
新
し
い
お
か
ず
」
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
便
利
活
。
*
4
1
2
0
0同

ひ
と
り
T
t食
べ
つ
手
り
上
手

坂
本
腐
子
善

一
人
で
自
炊
し
て
も
余
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い

。
そ
ん

な
悩
み
を
解
消
す
る
意
外
な
料
理
の
ヒ
ン
ト
を
湾
殴
/
*
1
4
0
0
円

子
育

τご
除
ん
わ
た
し
流

奥
薗
梅
子
著

・
夕
方
ラ
ク
す
る
こ
段
階
料
理

気
付
い
た
時
に
仕
込
み

・仕
上

げ
を
楽
に
す
る
防
例
紹
介
。
⑨
カ
ラ
ー
ロ
総
4
頁
・
イ
ラ
ス
ト
多
柑
臨
場
1
3
5
0
円

回
食
国
間
添
加
物
と
つ
キ
ふ
う
法

省
尾
清
蕃

・
な
く
す
ま
で
の
自
己
防
衛
変
わ
っ
た
添
加
物
の
表
示
を
ど
う
読

み
と
う
対
処
し
た
ら
良
い
の
か
に
、ズ
パ
リ
答
え
る
実
用
書

。

*
1
3
0
0
円

愛
あ
る
子
育
て

川町

阪
井
敏
郎
著

「
早
期
シ
ツ
ケ
織
と
早
期
教
育
論
は
自
分
と
い
う
も
の
が
な
い
無
気
μ
・無
げ
芯

思
動
な
だ
め
な
子
供
に
し
て
い
る
。
」
と
の
立
場
か
ら
、
『
志
当
の
震
に
基
づ
い
て
育
て
ら
れ
な
け
何
臼

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
と
を
盤
需
な
明
例
と
と
も
に
詳
述
@
四
六
判
別
頁
定
価
2
3
6
9
円

山口内

子
ど
も
は
自
ら
育
つ
力
が
あ
る
F

川
崎
千

束
著

保
田
町
と
し
て
、
幼
経
園
長
と
し
て
の
永
年
に
わ
た
っ
て
の
実
践
経
験
か
ら
町
山
崎

「
子
ど
も
に
は
自
ら
育
つ
力
が
あ
る
」
こ
と
を
著
者
は
強
く
実
感
。
本
当
に
子
ど
も
を
変
し
、
子
ど
割
問

も
自
ら
育
つ
力
を
上
手
に
育
む
方
法
を
思
銘
深
〈
箔
く
・
四
六
判
別
頁

定
価
1
5
d
5
円

府川山

知
釦
蜘
間
劇
風
倒
明
司
℃
強

M
・
E
-ラ
ム
善
久
米
稔
監
駅

現
在
の
日
本
に
数
多
く
の
示
唆
に
窓
ん
だ
知
見
を

提
示
/
・
A
5
判

刷頁
/
定
価
4
9
4
4
円
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

1994年 3月 10日)
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と
女
性
教
師
の
率
が
ぐ
っ
と
下
一
呑
ん
だ
の
が
不
幸
の
始
ま
り

が
る
。
乙
の
格
差
、
大
学
教
員
一
だ
」

の
性
比
も
出
す
べ
き
。
一
反
対
票
を
投
じ
た
岡
崎
さ
ん

マ
高
校
家
庭
科
の
男
女
共
修
一
は
「
小
選
挙
区
制
は
第
一
党
に

も
よ
う
や
く
始
ま
る
が
、
ト
ッ
一
有
利
で
民
意
を
反
映
せ
ず
、
肝

プ
(
行
政
、
校
長
)
が
大
体
男
一
心
の
腐
敗
防
止
|
|
政
治
資
金

な
ど
主
に
女
性
が
携
わ
る
職
業
性
で
、
乙
の
意
識
が
変
わ
っ
て
一
の
規
制
は
ザ
ル
も
い
い
と
こ

の
低
賃
金
。

い
な
い
の
が
問
題
。
男
性
教
育

一
ろ
。
疑
問
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
ず
反

マ
管
理
職
の
少
な
さ
を
一
括
の
問
題
点
を
記
述
し
て
欲
し

一
対
し
た
」
。

の
数
字
で
示
さ
ず
、
部
長
、
課
い
。

一

党
と
し
て
は
唯
一
反
対
の
共

長
な
ど
レ
ベ
ル
別
で
書
く
。
少
マ
高
齢
者
問
題
を
書
く
場
所

一
産
党
の
吉
川
さ
ん
は
「
参
院
で

々
管
理
職
が
い
て
も
、
低
位
の
が
園
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は

一
否
決
、
両
院
協
議
会
で
決
裂
し

管
理
職
ば
か
り
と
言
う
こ
と
が
な
い
が
、
別
に
項
目
を
立
て
て
一
た
も
の
を
、
深
夜
の
ト
ッ
プ
合

は
っ
き
り
す
る
。
哲
く
べ
き
。
ま
た
保
育
問
題
が
一
意
で
ゴ
リ
押
し
し
た
。
乙
れ
は

マ
日
本
の
女
性
の
、
平
和
へ
〈
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
女
一
日
本
の
民
主
主
義
を
ダ
メ
に
す

の
平
等
が
不
十
分
。
ク
ォ

1
タ
の
取
り
組
み
を
暫
い
て
欲
し
性
〉
の
欄
に
入
っ
て
い
る
の
は
一
る
も
の
だ
」
。

制
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、
聞

い

。

お

か

し

い

。

一

ま

と

め

役

と

し

て

出

席

し

た

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
取
り
マ
教
育
で
は
、
女
子
の
進
学
マ
い
ま
だ
に
残
る
慣
習
的
な
一
富
田
信
男
明
大
教
授
か
ら
「
ど
選
挙
制
度
改
革
を
し
な
が
ち
政
の
を
党
に
大
反
対
さ
れ
て
・
」

ポ
l
ト
)
は
、
北
京
会
議
の
基
い
て
の
歴
史
教
育
の
必
要
性
を
入
れ
る
展
望
、

I
L

O
-
5
6
率
は
男
子
を
越
え
た
と
言
わ
れ
性
差
別
、
農
村
の
意
識
の
遅
れ
、

一
う
も
一
般
議
員
は
H
党
議
ρ

で
界
再
編
を
し
強
力
な
権
力
を
作
と
い
う
話
に
参
加
者
も
H
エ
ッ

礎
資
料
に
な
る
も
の
。
国
連
か
書
く
べ
き
だ
。
号
条
約
批
准
(
家
族
的
貿
任
条
る
が
、
短
大
を
大
学
の
中
に
合
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
一
賛
成
し
た
ら
し
い
。
本
当
に
熱
る
乙
と
だ
。
今
、
小
沢
さ
ん
の

?
H
終
始
、
小
選
挙
区
制
に
反

色
示
さ
れ
た
項
目
、
記
述
内
容
マ
国
連
女
性
差
別
委
員
会
で
約
)
も
進
ん
で
な
い
こ
と
を
い
め
て
い
る
か
ら
で
、
四
年
制
の
ト
、
婚
外
子
差
別
等
も
き
ち
ん
一
心
だ
っ
た
の
は
誰
か
?
」
と
疑
考
え
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
」
対
し
た
有
権
者
同
盟
な
ど
諸
団

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
ま
の
、
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
査
の
蚕
れ
る
べ
き
。

女
性
の
比
率
は
少
な
い
。
統
計
と
触
れ
て
欲
レ
い
。
性
暴
力
の
一
聞
を
提
出
。
と
い
い
、
自
民
党
の
若
手
二
十
体
が
開
催
す
る
会
に
出
席
す
る

と
め
る
。
全
体
で
五
十
ペ
ー
ジ
員
の
コ
メ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
反

マ
男
女
と
も
長
時
間
労
働
を
き
ち
ん
と
出
し
、
学
部
別
の
件
に
関
し
て
は
、
政
府
の
き
ち
一

白
川
さ
ん
は
「
選
挙
制
度
を
二
人
で
出
し
た
「
民
主
主
義
の
と
は
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、

と
い
う
日
的
な
制
約
が
あ
る
の
映
さ
せ
る
べ
き
。

で
、
コ

1
ス
別
の
複
雑
な
雇
用
学
生
の
比
率
を
出
せ
。
女
性
学
ん
と
し
た
デ
l
タ
も
な
く
、
至
一
変
え
ろ
と
い
う
論
が
ワ
l
ッ
と
危
機
に
関
す
る
緊
急
声
明
|
|
参
加
者
も
唖
然
。
伊
東
さ
ん
も

で
、
意
見
の
全
て
が
反
映
さ
れ

マ
均
等
法
に
つ
い
て
、
雇
用
制
度
の
女
性
差
別
。
不
況
下
、
の
現
況
も
触
れ
る
べ
き
だ
。
教
急
、
調
査
を
す
べ
き
だ
。

一
沸
い
た
。
璽
大
な
役
割
を
果
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
対
す
る
苦
笑
。

る
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
日
の
入
り
口
か
ら
全
て
の
段
階
で
女
性
パ
l
ト
の
解
麗
。
看
護
職
員
も
、
中
等
教
育
以
上
に
な
る

一
た
も
の
に
亀
井
正
夫
民
ち
が
握
笹
鐘
」
を
披
露
。

伊
東
さ
ん
は
「
四
法
案
の
聞

は
一
時

間

半

の

時

闘

が

足

り

な

り

ま

い

た

H

中

選

挙

区

諸

悪

根

石

田

さ

ん

が

、

「

で

は

今

の

題

点

は

大

い

に

感

じ

な

が

ら

、

三
い
様
々
な
意
見
が
出

一

変

台

皮

革

目

去

を

食

E
r

襲
が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
が
中
選
挙
区
の
ま
ま
で
い
い
の
党
の
決
定
と
し
て
割
り
切
る
し

f

一

面

向

υ'目
同
宮
司
町
民
と

μ
#可+，
E
Z
=目
・

飛
び
つ
き
、

そ
れ
に
疑
問
を
言
か
。
女
性
や
新
人
が
出
に
く
い
か
な
い
と
白
票
を
投
じ
た
。
し

な
お
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
l
一

・

l

i

-

-

1

1

・

E

l

-

-

う
人
は
P
守
旧
派
H
に
さ
れ
て
と
い
う
が
、
出
ら
れ
る
人
が
出
か
し
腐
敗
防
止
を
何
と
し
て
も

の
町
村
詩
臨
む
一

語

説

本

物

の

腐

敗

防

止

を
F
-

九
三
一
日
日
長
丘
町
山
世
間
UUμ

鰐
誌
駅
下
品
目

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

・

度
等
の
問
題
は
、
現
状
が
完
壁
ち
は
M

出
た
い
人
よ
り
出
し
た
防
止
先
行
案
を
出
し
た
。
が
、

反
東
婦
人
問
題
担
当
室
長
は
一
「
政
治
改
革
四
法
案
を
検
証
子
(社
・
衆
)
、
石
由
美
栄
(
民
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
で
本
気
で
選
挙
制
度
を
変
え
た
で
な
い
と
し
て
も
、
変
え
方
に
い
人
を
H
と
思
っ
て
い
る
」
と
今
、
社
会
党
で
は
H
腐
敗
防
止
H

「
私
た
ち
は
全
て
の
N
G
O
を
一
し
、
各
党
派
が
ど
の
よ
う
に
考
社
・
衆
)
、
岡
崎
宏
美
(
無

・
衆
)
っ
た
。
自
分
で
選
挙
を
し
て
み
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
異
論
が
あ
る
と
き
は
変
え
て
は
反
論
が
出
た
(
と
の
後
、
石
田
と
い
っ
た
だ
け
で
白
い
眼
で
見

知
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
こ
一
ぇ
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
紀
平
悌
子
(
無

・
参
)
の
各
議
て
、
中
選
挙
区
は
広
く
て
た
い
い
な
い
。
議
員
の
七
1
八
割
は
、
い
け
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
さ
ん
は
所
用
で
退
席
)
。
ら
れ
る
。
ζ
つ
い
う
風
潮
こ
そ

の
会
の
通
知
が
行
き
渡
っ
た
と
一
の
か
を
聞
く
会
」
と
い
う
学
習
員
が
参
加
し
た
。
新
党
さ
き
が
へ
ん
で
小
選
挙
区
な
ら
よ
り
よ
理
由
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
ハ
ラ
で
反
対
と
い
え
な
い
雰
囲
気
に
な
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
吉
川
さ
残
念
:
・」
と
い
う
。

は
思
っ
て
い
な
い
。
N
G
O
と
一
会
が
、
汚
職
に
関
係
し
た
候
補
け
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
い
選
挙
が
で
き
る
と
思
う
。
も
は
法
案
に
反
対
だ
。
連
立
政
権
り

北
京
会
議
の
基
礎
資
料

従
軍
慰
安
婦
の
問
題
避
け
る
な

、'l唖血検百台'1-十'

第
四
回
世
界
婦
人
会
議
ヘ
向
け
民
間
の
意
見
を
聞
く

来
年
九
月
、
北
京
で
開
か
れ

る
第
四
回
世
界
婦
人
会
議
に
、

国
か
ら
提
出
す
る
報
告
(
カ
ン

ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
)
に
、
盛
り

込
む
べ
き
内
容
を
毘
問
団
体
か

ら
聞
く
会
が
三
月
一
日
に
聞
か

れ
た
。
乙
れ
は
報
告
の
記
載
内
容
に

つ
い
て
、
事
務
局
(
総
理
府
婦

人
問
題
担
当
室
)
か
ろ
第
四
回

世
界
婦
人
会
議
日
本
国
内
委
員

会
N
G
O
部
会
(
縫
回
嘩
子
部

会
長
)
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た

が
、
N
G
O
部
会
の
委
員
だ
け

で
な
く
、
広
く
臣
閣
の
意
見
を

聞
こ
う
と
い
う
と
と
に
な
っ
た

も
の
。
今
ま
で
の
世
界
会
識
の
報
告

作
り
の
と
き
、
と
う
し
た
民
閣

の
意
見
を
聞
く
試
み
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
く
、
車
の
根
の
女

性
の
芦
を
こ
そ
聞
乙
う
と
い
う

女
性
会
議
の
位
界
の
流
れ
が
、

日
本
で
も
乙
つ
い
、
つ
形
で
現
れ

た
も
の
。

こ
の
報
告

(カ
ン
ト
リ
ー
レ

込)ん
吋
E
3

鶴制機望書記噌

r(，帯J

圃
警
視
庁
に
初
の
女
性
課
長

先
ご
ろ
全
国
初
の
女
性
署
長

を
誕
生
さ
せ
た
轡
視
庁
に
、
今

度
は
女
性
課
長
が
誕
生
。
坂
口

知
子
暫
部
で
、
女
性
の
管
理
職

は
全
国
で
初
め
て
(
こ
の
方
が

矯
き
な
の
だ
が
)
。
二
月
二
十

八
日
付
で
代
々
木
署
地
域
課
長

に
就
任
。

圏
政
治
改
革
法
案
が
成
立

連
立
与
党
と
自
民
党
が
合
意

し
た
政
治
改
革
法
の
修
正
が
、

四
日
、
参
院
歪
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。

成
立
し
た
の
は
、
公
職
選
挙

法
改
正
、
衆
院
選
挙
区
固
定
審

議
会
設
置
法
改
正
、
政
治
資
金

規
正
法
改
正
、
政
党
助
成
法
改

正
の
四
法
。

圃
映
像
倫
理
協
議
会
が
発
足

四
月
か
ら
、
映
倫
管
理
委
員

会
と
日
本
ビ
デ
オ
倫
理
協
会
の

共
同
審
査
機
関
と
し
て
「
映
像

倫
理
協
議
会
」

(略
称
・
映
像

倫
)
を
発
足
さ
せ
る
。

現
在
、
劇
場
上
映
さ
れ
る
映

画
は
映
倫
、
成
人
ビ
デ
オ
は
日

本
ビ
デ
オ
倫
の
審
査
を
受
け
て

国

際

女

性

条

約

・

資

料

集

〈
好
評
発
売
雪
山
山

国
際
女
性
法
研
究
会
編

A
5
・
一
ニ
六
O
O
円
州
知

女
性
の
地
位
向
上
に
不
可
欠
主
条
約
-情
報
を
分
傾
集
大
成
し
た
初
の
条
約
集
t
d

/

山
ア
判
刷

Z
-大
常
化
各
刊
加
に
解
説
を
付
'dh~
・
叫
ん
や
す
く
学
び
や
す
い
待
望
の
J
J
J
い

古

川

刊

国

際

人

権

条

約

・

宣

告

曇

-

〔
第
二
版
〕
で
直

行
田
畑
茂
二
郎
・
竹
本
正
幸
他
編

A
5
・
三
五
O
O
円

日

ほ

奇

人
催
問
係
の
主
繋
条
約
を
旧
閉
経
し
時
{
U
に
か
弘
っ
た
山
版
と
し
て
M
N
の
a

削
版
を
・

・ド、

且取

判
刷
目
的
‘'f
を
大
き
く
し
大
幅
崎
山
閉
す
る
と
比
ハ
に
、
特
に
実
務
家
に
配
慮
し
た
決
定
.版
。
霞
沖

ま
こ
と
に
申
し
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
四
月
か
ら
、

購
読
料
を
年
六
千
円

(
送
料

乙
み
)
に
値
上
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
一
月
二

十
四
日
か
ち
、
郵
便
料
金
が

値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
第

三
種
郵
便
は
中
で
も
も
っ
と

も
高
率
で
、
五
六
%
の
値
上

げ
。
二
十
六
円
だ
っ
た
郵
送

不
況
の
折
、
千
円
も
値
上

げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
}
本
当
に
申
し
わ
け
な
く

思
い
ま
す
。
せ
め
て
、
郵
送

料
が
暫
定
料
金
の
値
上
げ
の

三
月
ま
で
は
旧
定
価
の
ま
ま

す
え
お
き
、
四
月
か
ら
値
上

げ
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。側
全
国
帰
人
新
聞
社

料
が
現
在
暫
定
料
金
で
三
十

三
円
に
、
四
月
か
ら
は
本
格

値
上
げ
で
五
十
円
に
な
り
ま

す

(
ポ
ス
ト
投
函
の
場
合
は

六
十
円
)
。
私
ど
も
の
新
聞

の
よ
う
に
、
購
読
者
へ
の
配

布
を
郵
送
に
頼
っ
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
に
は
、
ま
さ
に
台

所
直
態
。
旧
定
価
で
お
届
け

す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

真
夜
中
に
な
る
と

伺
か
や
ら
か
す
細
川

さ
ん
O

H
生
活
者
の

感
覚
が
な
い
H
と
皮

肉
ら
れ
た
の
が
こ
た

え
た
か
、
「
ま
た
ま
た
夜
中
に

な
り
ま
し
た
が
:
:
:
」
と
断
わ

り
を
入
れ
て
、
結
局
、
内
閣
改

造
騒
動
は
チ
ョ
ン
。
め
で
た
し

か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
な
い

が、

一
般
人
に
と
っ
て
は
伺
の

騒
ぎ
や
ら
V
今
回
の
ド
タ
パ
タ

で
気
に
な
っ
た
の
は
官
房
長
官

に
つ
い
て
H
女
房
役
の
く
せ
に

:
(
総
理
を
た
て
な
い
)
H
と

い
っ
た
言
い
方
が
横
行
し
た
こ

と
。
別
項
で
書
い
た
第
四
回
世

界
女
性
会
議
(
北
京
)
に
向
け

て
の
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

に
記
載
内
容
に
つ
い
て
民
間
団

体
の
意
見
を
聞
く
会
で
も
、
冒

頭
に
、
「
H
女
房
役
、
女
房
役
H

と
聞
き
苦
し
い
。
乙
れ
は
差
別

用
語
だ
。
婦
人
問
題
推
進
本
部

長
(
総
理
大
臣
)
、
婦
人
問
題

担
当
大
臣

(
官
房
長
官
)
に
も

よ
く
一
言
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
厳
し
い
意
見
が
出
た

V
女
房
っ
て
差
別
用
語
か
し
ら

?
と
言
う
人
も
い
る
、
婆
の
こ

と
を
一
言
う
の
に
、日
本
で
は
妻
、

ワ
イ
フ
、
カ
ミ
サ
ン
、
女
房
、

家
内
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
て
、

H
家
内
M

よ
り
は
女
房
は
元
気

が
あ
っ
て
、
実
力
者
的
語
感
も

あ
る
が
、
H
女
房
役
M

と
一
言
っ

た
時
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
趣
に

な
る
。
つ
ま
り
主
人
に
対
す
る

女
房
|
l
V
広
辞
苑
を
見
る
と

μ
女
房
役
H
は
『
妻
が
夫
を
補

佐
す
る
よ
う
に
、
補
佐
の
役
を

す
る
人
』。

対
等
の
カ
ッ
プ
ル

と
い
う
思
考
は
零
V
朝
日
新

聞
、
み
ん
な
の
Q
&
A
〈内
閣

官
房
長
官
〉
(
三
月
二
日
付
)
。

『首
相
の
補
佐
役
で
女
房
役
と

も
言
わ
れ
て
い
る
0

・・:
:
首
相

が
実
現
さ
せ
た
い
政
策
に
つ
い

て
各
閣
僚
や
省
庁
と
調
整
し
、

国
会
へ
の
根
回
し
を
す
る
の
が

主
な
仕
事
だ
。
い
わ
ば
黒
子
に

徹
す
る
こ
と
:
・。
あ
る
経
験
者

は
「
自
分
の
思
い
を
押
さ
え
な

い
と
勤
ま
ち
な
い
」
と
い
う
』

V
ヤ
レ
ヤ
レ
、
ひ
た
す
ら
夫
を

立
て
、
補
佐
し
、
自
分
は
じ
っ

と
我
慢
と
い
う
古
い
夫
婦
観

(
男
の
歪
面
)
そ
の
も
の
で
は

な
い
か
V
日
本
で
女
性
の
総
理

が
出
現
し
、
男
性
が
官
房
長
官

に
な
っ
た
時
、
何
と
い
う
の
だ

ろ
う
ね
、
と
思
っ
た
ら
、
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

会竺空!歩
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図
表
で
み
る
女
の
現
在

フ
ォ
ー
ラ
ム
女
性
の
生
活
と
展
望
編
女
た
ち
は
真
に
自
由

と
創
造
を
獲
得
し
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
女
に
関
す
る
最

新
デ
ー
タ
を
空
前
の
図
表
数
で
収
録
。
問
題
の
あ
り
か
を
描

く
。
シ
リ
ー
ズ
〈
女
・
あ
す
に
生
会
る
〉
②

・
二
八
O
O
円

目
次
|
|
'
I
家
族
・
家
庭
口
労
働
・
仕
事
山
教
育
・
学

習

W
社
会
参
加

V
生

活

・

消

費

羽

余

暇

活

動

刊

心

か

ら

だ

四

高

齢

化

社

会

コ

ラ

ム

図

表

一

覧

私
の
「
女
性
学
」
講
義

〔三訂版〕

小
松
満
貴
子
著
・
ジ
ェ
ン
ダ
l
と
制
度

ト
ー
タ
ル
な
人
間

観
察
の
新
し
い
方
法
を
模
索
す
る
「
女
性
学
」
へ
と
誘
う
。

シ
リ
ー
ズ

〈
女
・
あ
す
に
生
怠
る
〉
①

・
二
八
O
O
円

キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ボ
ル
図
典

m

a
E
H刊
v

パ
ル
ビ
ゾ
ン
派
井
出
洋
一
郎
著
問

ダ
ン
テ
研
究

I
l
E
Z肘

中

森

後

宗

著

A
5
・
二
三
六
九
円

A
5
・二
O
六
O
円

浦
一
章
著

菊
判
・
七
八

O
O円

相
田
み
つ
を
待
望
の
遺
稿
集

雨
の
日
に
は
:

「耐
の
日
に
は
同
の
小
企

風
の
日
に
は
風
の
中
を
」が
符
お
の

生
為
さ
る
ト
で
の
テ
!
?
で
し
た
。
や
り
爪
し
が
き
か
な
い
人
生

tT
，
山
気
づ
け
て
〈
れ
る
、
心
の

Z
で
す
。
相
川
さ
ん
の
こ
と
ば

の
耐
に
う
た
れ
て
く
だ
さ
い
。

-
げ
万
鴻
・
定価
1
、
6
0
0
内

相
田
み
つ
を
優
し
い
心
を
優
し
い
省
と
こ
と
ば
で
贈
る
、

永
還
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
-
∞∞万部
.
定価
1
、
5
5
0
円

一

生

感

動

一

生

青

春

闘

獄

震

一
略
本

懸

単

語

也

市

長

に
ん
げ
ん
だ
も
の

ビジネスネ土

家
族
の
風
景
m

%
章

一
抑
制

タイ教師と見た
ホ夢の因。ニッポン

gj動
ZSく
4 310 主

i損婦
;益の
益分
言岐
認占

秋
葉
菜
保
子
著

存可
u
，ワォ
l
'
u料
理
・
主
計
記
/

西
野
陽
子
著

・
き
の
う
の
お
か
す
を
ひ
と
隊
変
え
て
妓
っ
た
料
理
を
ム
タ
に

せ
す
、
短
時
間
で
「
新
し
い
お
か
ず
」
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
便
利
活
。
*
4
1
2
0
0同

ひ
と
り
T
t食
べ
つ
手
り
上
手

坂
本
腐
子
善

一
人
で
自
炊
し
て
も
余
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い

。
そ
ん

な
悩
み
を
解
消
す
る
意
外
な
料
理
の
ヒ
ン
ト
を
湾
殴
/
*
1
4
0
0
円

子
育

τご
除
ん
わ
た
し
流

奥
薗
梅
子
著

・
夕
方
ラ
ク
す
る
こ
段
階
料
理

気
付
い
た
時
に
仕
込
み

・仕
上

げ
を
楽
に
す
る
防
例
紹
介
。
⑨
カ
ラ
ー
ロ
総
4
頁
・
イ
ラ
ス
ト
多
柑
臨
場
1
3
5
0
円

回
食
国
間
添
加
物
と
つ
キ
ふ
う
法

省
尾
清
蕃

・
な
く
す
ま
で
の
自
己
防
衛
変
わ
っ
た
添
加
物
の
表
示
を
ど
う
読

み
と
う
対
処
し
た
ら
良
い
の
か
に
、ズ
パ
リ
答
え
る
実
用
書

。

*
1
3
0
0
円

愛
あ
る
子
育
て

川町

阪
井
敏
郎
著

「
早
期
シ
ツ
ケ
織
と
早
期
教
育
論
は
自
分
と
い
う
も
の
が
な
い
無
気
μ
・無
げ
芯

思
動
な
だ
め
な
子
供
に
し
て
い
る
。
」
と
の
立
場
か
ら
、
『
志
当
の
震
に
基
づ
い
て
育
て
ら
れ
な
け
何
臼

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
と
を
盤
需
な
明
例
と
と
も
に
詳
述
@
四
六
判
別
頁
定
価
2
3
6
9
円

山口内

子
ど
も
は
自
ら
育
つ
力
が
あ
る
F

川
崎
千

束
著

保
田
町
と
し
て
、
幼
経
園
長
と
し
て
の
永
年
に
わ
た
っ
て
の
実
践
経
験
か
ら
町
山
崎

「
子
ど
も
に
は
自
ら
育
つ
力
が
あ
る
」
こ
と
を
著
者
は
強
く
実
感
。
本
当
に
子
ど
も
を
変
し
、
子
ど
割
問

も
自
ら
育
つ
力
を
上
手
に
育
む
方
法
を
思
銘
深
〈
箔
く
・
四
六
判
別
頁

定
価
1
5
d
5
円

府川山

知
釦
蜘
間
劇
風
倒
明
司
℃
強

M
・
E
-ラ
ム
善
久
米
稔
監
駅

現
在
の
日
本
に
数
多
く
の
示
唆
に
窓
ん
だ
知
見
を

提
示
/
・
A
5
判

刷頁
/
定
価
4
9
4
4
円

干fiOi'i'.I:J:，IoilJHIメ 11ノ|品l地谷町 tf(075J;81・0296
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グ
人
権
外
交
4
を
日
本
に
期
待

(2) 

人
備
の
守
ら
れ
る
也
界
を
一
作

る
た
め
に
、
職
員
や
活
動
家
た

ち
に
で
さ
る
こ
と
は
|
|

自
由
還
挙
で
選
ば
れ
た
他
の

国
の
議
員
や
人
権
活
動
春
行
っ

て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
と
交
流

し
、
枠
を
晶
休
め
て
い
く
こ
と
。

外
務
省
に
各
国
の
人
権
状
況
の

調
査
を
さ
せ
、
政
府
開
発
媛
闘

を
提
供
す
る
際
、
受
給
国
の
人

極
状
況
に
合
わ
せ
て
俊
助
を
決

め
る
よ
う
政
府
を
動
か
す
こ

決
し
て
高
い
評
価
は
で
き
な
い
と
。
「
い
ま
や
N
G
Oの
役
割

と
思
う
の
だ
が
、
ケ
リ
ー
さ
ん
は
世
界
で
も
量
要
に
な
っ
て
き

一
目
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
犠
貝
ロ
パ
l
ト
・

F

ケ
ネ
デ
ィ
ロ
パ
l
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
娘
は
日
本
の
人
権
政
策
に
対
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
N
G
O

連
盟
(
鯨
岡
兵
堅
古
屋
)
に
よ
望
大
橋
セ
ン
タ
ー
は
、
人
権
で
も
あ
る
。
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
は
人
権
に
対
し
て
活
発
な
活
動

る
国
際
人
権
セ
ミ
ナ
ー
が
衆
院
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
行
動
し
ケ
リ
ー
さ
ん
は
、
父
口
パ
l
日
本
は
す
で
に
人
権
保
護
の
を
し
て
い
る
。
人
梅
運
動
を
進

級
員
会
館
で
開
か
れ
、
世
界
各
た
故
ロ
パ
1
ト
・

F
・
ケ
ネ
デ
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
初
め
て
日
本
た
め
に
動
き
始
め
て
い
る
。
政
め
る
た
め
に
、
各
国
の
N
G
O

国
の
人
権
侵
嘗
を
告
発
し
て
い
ィ
司
法
長
官
を
偲
ん
で
設
立
さ
を
訪
れ
た
一
九
六
一
年
当
時
府
は
、
急
増
す
る
ビ
ル
マ
人
難
問
包
帯
〈
椛
こ
そ
量
一
翼
と
と
も
。

る
米
国
の
「
ロ
パ
1
卜・

F
・
れ
た
も
の
で
、
活
動
は
各
国
へ
も
、
世
界
は
動
乱
の
中
に
あ
っ
民
を
本
国
に
送
還
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の
N
G
Oの
人
権

ケ
末
デ
ィ
記
念
人
梅
セ
ン
タ
人
権
の
た
め
の
調
査
血
涙
遇
、
た
が
、
自
分
が
訪
れ
た
今
も
、
援
助
と
し
て
、
国
連
の
高
等
殿
活
動
は
、
各
国
の
人
樋
状
況
を

I
」
(
非
政
府
組
織
H
N
G
O
)
経
済
的
援
助
、
米
国
内
で
の
啓
共
産
主
義
の
崩
績
や
至
る
所
で
民
弁
務
官
事
務
所
に
三
百
六
十
調
査
し
、
ま
と
め
て
公
に
発
表

事
務
局
長
の
ケ
リ
l
・
ケ
ネ
デ
祭

・
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
米
紛
争
が
起
き
、
世
界
は
革
命
的
万
ド
ル
を
出
す
と
と
を
発
表
。

し

た
り
、
識
会
や
行
政
に
対
し

ィ
・
ク
オ
モ
さ
ん
が
、
人
権
外
国
議
会
へ
の
ロ
ビ
l
活
動
な
ど
と
も
言
え
る
変
化
の
肢
に
洗
わ
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
、
中
止
し
て
わ
活
発
な
ロ
ビ
l
活
動
を
行

交
と
N
G
O
に
つ
い
て
語
っ
多
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
れ
て
い
る
と
い
い
、
「
と
の
よ
て
い
た
経
済
援
助
を
再
開
。
カ
っ
て
い
る
。
官
庁
の
人
々
と
オ

た
。
因
み
に
ケ
リ
ー
さ
ん
は
、
故
う
な
時
代
の
中
で
、
世
界
は
ま
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し
て
、
ニ
つ
の
l
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゃ
、
個

醐

園

1
1U
聞
援
司

i
jけ
厳
す
ま
す
臼
本
に
新
し
い
指
哩
カ
グ
ル
ー
プ
の
自
衛
隊
幹
線
遇
。
人
的
に
個
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

炉
‘
.回

選

露
目

除
齢
幽

を
求
め
て
く
る
だ
ろ
う
」

。

旧

ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
P
K
O

す
る
。
ま
た
、
議
会
雲
聴
会

l
i
l
-
-L

-

-

Z

圃富
田
・
・
・
置

な
ぜ
な
ら
、
日
本
が
大
き
な
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
で
証
言
レ
た
り
、
現
在
の
政
策

1
4
1
1
1

-お

動

組

靖

国
調

聞

』
川
川
崎
護
国
に
成
長
し
た
か
ら
だ
。
た
と
れ
に
代
わ
っ
て
パ
セ
ロ
ラ
に
対
に
つ
い
て
人
情
的
不
備
を
指
摘

ふ

撃

anι
際

幽

闇

・
・
開
羽
田
、
語
、
日
本
は
世
界
一
の
債
権
す
る
経
済
・
技
術
的
、
人
道
的
レ
、
政
策
提
案
を
す
る
な
ど
幅

」

和

d
p噌司
圃
・
・
・
・
園
周

・
・
・
圃
際
熱
闘

温

R

J

司

誼
.
.
.
.
 
醐
岨
・
司
A
縄

問
国
で
あ
り
、
政
府
開
発
援
助
(
O
綬
助
に
参
加
す
る
方
針
#
決
め
広
い
も
の
だ
と
紹
介
。

間一
J
醐
賂
明

日
D
A)
も
一
九
九
一
年
に
は
百
た
(
日
本
国
内
在
、
そ
れ
ぞ
「
人
権
を
保
護
す
る
た
め
に

q

了

内

語

、

経

雌

叫
川

同

十
億
ド
ル
重
助
し
て
一
位
に
れ
異
論
の
あ
る
政
策
だ
が
、
ァ
国
際
人
権
規
約
、
さ
ま
ざ
+
草

刈

l

h

F

議
打
ふ
器
削
臨

F」
な
っ
た
。
国
連
へ
包
資
金
も
メ
リ
カ
の
評
価
と
し
て
)
O

条
約
、
各
国
の
圏
内
法
が
あ
る

℃

圃
閥
均
ぷ
掛
笠
郡
一
』
一
一
間
一
一

・
闇
繍
闘
嫡
吋
四
国
連
予
算
の

一
二
物
を
受
け
持
ま
た
、
昨
年
の
秋
、
江
田
五
が
、
そ
う
い
っ
た
法
俸
が
あ
る

よ

ペ

a実
γ
議

事

室

ち

、

世

界

第

二
位
の
提
供
国
で
月
費
を
中
心
尺
士

一人
の
だ
け
で
は
ダ
メ

2
2

v

に
I

J

議

吋

あ

る

。

国

会

費

が

ミ

ャ

ン

マ

ー

に

お

の

精

神

が

生

か

さ

れ

て

い

詰

ー

一一
一j

e

E

酔

百
本
が
世
界
に
与
え
る
影
り
る
人
憶
保
挫
の
た
め
の
芭
閉
ば
な
ら
な
い
。人
権
を
保
護
し
、

角

川

」

脚

一

凶町聞
副

明

r
r
t勉開
祖
開

f~

咽
留
は
大
き
く
、
世
界
が
次
の
世
を
タ
イ
首
相
宛
に
送
っ
た
よ
し
尊
重
す
る
と
い
う
と
と
は
内
戦

J

E

韓
国
圃
置
慣
幽
園
周
困
層
ILY

7

h

E

E

h
臨
a明
治
掴
割
審
底
紀
に
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
れ
は
タ
イ
富
豪
た
ち
の
要
を
遅
け
る
量
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

SF

-田耕
輔
司
，

A
明
区
阻
聞
く
の
か
を
決
め
る
カ
ギ
を
日
本
踏
に
よ
っ
て
行
っ
た
も
の
だ
な
る
。
国
際
的
に
は
県
平
和

d
a
s
-
-
-
-
-V
幽
旬
開
凶
闘
副
司
婦
が
握
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
権
綴
員
連
を
追
求
す
る
要
と
な
る
」
と
虚

i

i

!

t

a

圃

聞

勝

一

副

期

尚

富
で
は
な

い

」

閣

も

こ

れ

に

呼

応

し

て

、

同

僚

ベ

た

。

二
審
事
F

I

V

E

a

・

耐

滴

啄

議

4
9

岳
山
田
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
書
簡
を
タ
イ
首
相
に
送
り
、
参
加
者
か
ち
、
ア
メ
リ
カ
が

一

F

i

u

い

う

日

本

の

人

霊
織
、
人
権
連
帯
し
て
覇
が
で
き
た
と
高
か
か
え
る
人
相
差
別
、
日
本
の

人
曜
の
大
切
妻
揺
る
ケ

V
さ
九
月
中
央
)、

直
間
隙
間
亨
ん

政
策
は
と
コ
か
。
残
念
な
が
ら
い
評
価
を
し
た
。

人

権
運
釘
の
低
調
に
つ
い
て
質

ミ
芯
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
S
幸
蓄
量
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
主
将
浴
室
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ホミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
3
Sミ
宰
ミ
主
宰
意
書
ミ
ミ
ミ
ミ
ホ
ミ
ミ
ミ
富
市
お
お
喜
連
事
ミ

s
a
s
s豊
富
&
ミ
ミ
ミ

asss、

「ι
川
汁
叶
引
l
l
1
1
I
ll
i
-
-
I
l
l
i
-
-
」

送
「
私
の
故
郷
は
松
代
大
本
営
の
分
野
で
地
域
に
根
ざ
し
た
一
使
会
を
超
え
て
」
(
賄
事
通
信
社
)

一
呂

文

首

4
r中
1
r
2
4
r古
4
r主治

ロ
ン
ド
ン
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仁木曜 日〉1994年 3月 10目

求
め
ら
れ
る
N
G
O
の
活
動

ケ
リ
i
・
ケ
ネ
デ
ィ
・ク
オ
モ
さ
ん
に
聞
く

安寿号ノ、来1T7'胃国壬量E

宝
石
と
女
性
と
環
境
の
関
係

主;
E主

主E
.-
圭t

E圭
:~ 

i聖
書正

2圭
.. 
.-
吉三

主苦

言三

三三

三
主主

主_. 
F呈

圭Z
.-
_. 
E圭
三E

E圭

圭z
i歪
:= 

.-

言Z

三三

.-
三吉

.-
E三

E主

孟三
三
三吉

宏之

主
主
主言

語

f圭

呈E

E喜
三5

;:: 

主主

.-
差E

室三

喜E
.-
喜E
Z三

三z
:= 

圭E

i三
三E

i芸

.-
i圭

.-
主吾

妻三

i呈

== 
主雪

吉三

_. 
f圭
.-
三三

三
三三

Z三

三
E芸

三E

主主

主2
5呈
三E

.-
_. 

E圭
呈5

2圭_. 
.-
李主

三
月
三
目
、
神
奈
川
県
江
の

島
の
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン

タ
で
「
史
の
会
研
究
誌
」
第

二
号
発
刊
を
配
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
た
。
十
二
人

の
こ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
開

い
た
会
に
約
八
十
人
も
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
会
場
は
い
っ
ぱ

い
。
「
史
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

も
反
響
の
大
き
さ
に
鰐
く
ほ
ど

だ
っ
た
。

第
二
号
の
発
表
論
文
の
中
か

ら
若
木
千
賀
子
さ
ん
が
「
フ
ェ

リ
ス
(
奈
子
院
)
に
お
け
る
夫

皇
制
」
、
森
山
敬
子
さ
ん
が
「
『
女

自
主
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
で

き
て
い
た
。
年
表
作
り
の
ほ
か
、

膨
大
な
証
言
、
聞
き
取
り
作
業

を
実
際
に
行
っ
た
の
も
女
性
史

グ
ル
ー
プ
の
人
々
だ
っ
た
。

「
夜
明
け
の
航
跡
」
は
一
九

八
七
年
に
完
成
、
次
い
で
、
戦

後
女
性
史
(
「
共
生
へ
の
航
路
」

学
世
界
』
に
咲
い
た
花
内
線

千
代
子
」
、
影
山
直
江
さ
ん
が

「
明
治
前
期
新
聞
に
み
る
神
奈

川
の
娼
妓
た
ち
」
に
つ
い
て
語

った。会
場
に
は
プ
ロ
の
学
者
、
研

究
者
も
参
加
し
て
い
た
が
、
熱

心
な
質
問
が
飛
ん
だ
。
神
奈
川

県
内
の
女
性
史
グ
ル
ー
プ
の
参

加
も
多
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

の
受
流
会
も
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
。
「
史
の
会
」
は
か
な
が
わ
女

性
セ
ン
タ
ー
が
県
内
の
女
性
た

ち
の
協
力
を
得
て
作
っ
た
神
奈

川
の
女
性
信
『
夜
嗣
け
の
航
跡
」

の
(
明
治
i
昭
和

・
敗
戦
ま
で
)

製
作
の
中
で
生
ま
れ
た
。

神
奈
川
の
女
性
の
、
生
き
た

歴
史
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
明

治
か
ら
の
新
聞
を
一
枚
一
枚
チ

ェ
ッ
ク
し
、
女
性
の
関
連
し
た

釘
容
を
丹
念
に
拾
い
、
カ
ー
ド

貝
が
執
筆
し
て
い
る
。
丹
念
に

資
料
を
調
べ
、
地
域
の
女
性
史

グ
ル
ー
プ
に
よ
く
あ
る
、
単
な

る
H

聞
き
書
き
女
性
史
H

か
ろ

踏
み
で
た
力
作
が
多
い
の
に
目

を
見
張
ち
廿
ち
れ
る
。

ど
苦
労
の
連
続
。
取
材
し
た
相

手
に
「
あ
な
た
も
物
好
き
ね
」

と
笑
わ
れ
、
指
導
の
江
刺
昭
子

さ
ん
に
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
「
大
変
だ
っ
た
」
「
苦
し

ん
だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
ス
タ
l

ル
ー
プ
を
一
惇
ろ
う
と
い
う
と
と

に
な
り
、
「
史
の
会
」
を
結
成

し
た
。毎
月
第
一
木
随
臼
の
午
後
の

研
究
会
を
開
き
、
神
奈
川
に
関

連
し
た
女
性
の
歴
史
に
テ
!
?

を
し
ぼ
り
コ
ツ
コ
ツ
研
究
を
霊

ね
、
一
九
九
一
年
八
月
研
究
誌

歴
史
の
、
そ
し
て
女
性
の
歴
史

の
お
も
し
ろ
さ
に
取
り
儲
か
れ

て
い
ま
す
。
女
性
の
歴
史
は
ま

だ
幸
先
ι
こ
れ
か
ら
。
い
く
ち
で
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!神奈川県「史の会研究誌」

神

奈

川

女

性

史

づ

く

り

の

中

か

ら

誕

生

生
き
た
歴
史
発
掘

「

史

の

会

研

究

誌

」

第

二

号

発

刊

集

会

も

を
作
成
、
膨
大
な
女
箆
史
年
表
一
九
九
三
年
完
成
)
の
刊
行
へ
第
一
雪
大
正
の
締
き
を
き
く
」

宇
作
る
こ
と
か
ち
作
業
が
始
ま
と
進
む
が
、
こ
の
，
作
業
の
中
で
を
初
{
句

っ
た
。
そ
包
気
の
還
く
な
る
よ
「
夜
明
け
の
航
跡
」
の
大
正
時

二
年
余
り
た
っ
た
昨
年
晩

う
な
膨
大
で
面
倒
な
惇
業
を
担
代
を
担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
の
メ
秋
、
第
二
号
「
時
代
の
う
ね
り

っ
た
の
が
、
県
下
の
女
性
史
訴
ン
パ
l
を
中
心
に
し
た
人
々
を
見
つ
め
て
」
を
面
し
た
。

B

究
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。
か
な
が
と
、
大
正
時
代
を
担
当
し
た
編
5
判
2
7
6
ペ
ー
ジ
と
い
う
大

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
は
開
館
当
初
集
委
員
、
女
性
史
研
究
家
の
江
者
。
大
正
に
絞
っ
た
第
一
号
に

か
ら
「
女
性
史
講
座
」
に
カ
を
刺
昭
子
さ
ん
が
、
と
の
メ
ン
パ
比
べ
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
範

入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
ー
で
一
新
し
い
女
性
史
の
学
習
グ
囲
を
広
げ
、
十
二
人
の
会
員
全

も
掴
り
起
と
す
テ
!
?
が
あ

る
、
と
い
う
感
じ
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
研
究
誌
を
出
す
費

用
も
大
変
だ
O
第
二
号
は
、
ワ
l

ト
以
来
五
年
、
家
の
都
合
な
ど

で
や
め
た
人
は
二
人
だ
け
。
「
史

の
会
」
以
外
に
も
、
か
な
が
わ

女
性
史
の
母
体
と
な
っ
た
自
ら

の
所
属
グ
ル
ー
プ
で
も
志
動
を

続
け
て
い
る
人
が
多
い
。

「
遅
々
た
る
歩
み
だ
け
れ
ど

自
分
の
チ
!
?
が
決
ま
る
と

調
査
、
資
料
痩
U
。
一
つ
一
つ

資
料
を
控
し
当
て
る
苦
労
。
簡

単
に
あ
る
と
思
っ
た
記
録
が
な

い

・o
m
重
な
ベ
ン
字
の
宇
一
曹

き
一
資
料
で
コ
ピ
ー
は
ダ
メ
と
い

わ
れ
、
全
部
手
で
写
し
た
、
な

第 1057号

11111 

詩の同人誌「雲と麦」

も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
資
金
集
め
の
た
め
に
、

年
2
回
の
リ
サ
イ
ク
ル

・
パ
サ

ー
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ザ
ー
へ
の
、
献
品
を
ぜ

ひ
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
贈
答
品
、
食
品
、
文
呉
、

日
用
雑
貨
な
ど
、
何
で
も
結
憾

で
す
。
ま
だ
使
え
そ
う
で
あ
れ

ば
使
用
し
た
カ
パ
ン
や
靴
、
吉

本
、
古
着
で
も
構
い
ま
せ
ん
(
リ

サ
イ
ク
ル
の
目
的
も
あ
る
の

で
)
。私た
担
あ
苦
痴
を
お
察
し
の

よ
、
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
工
藤
一
麦
官
閃
・
3

5
5・
053一市
型
車

部
江
芦
川
区
西
小
岩
3
お

明

ω

111111 

バザーに献品
お願いします

第 1057号

川川 11111 

み九なのページです.言L 、 t~L 、ことや、 知 らせたい

ことが晶ったら、ど九どん括自衛して下さい。

電話 03(3343)1846
編集部 l

FAX 03(3348)1890 

新「
メ開討
をア
イ
め守ア
くド
つ・』
ザ描

肩か
れ
補
る反
女
響性
編
像付」

っ
た
の
を
機
に
合
冊
し
て
「
メ

デ
ィ
ア
に
儲
か
れ
る
女
性
像

相
補

・
反
拘
編
付
(
2
0
8
0

円
/
桂
曾
房
E
0
7
6
4
・
M

・
4
B
0
0)
を
刊
行
し
た
。

こ
の
坦
補
版
で
は
、
受
け
手

の
読
者
や
法
り
手
の
記
者
か
ら

の
間
見
を
参
考
に
「
差
別
的
表

現
」
「
望
ま
し
い
表
現
L

を
検

討
し
、
多
少
の
修
正
を
加
一
え
た
。

そ
の
意
味
で
、
記
者
と
と
も
に

作
っ
た
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と

い
え
る
。

現
在
、
「
望
ま
し
い
表
現
竺

刊
行
の
た
め
の
記
事
収
集
を
続

け
、
先
頃
新
酬
の
こ
句
。
年
間

え

た

よ

♀

凡

。

川

の
扱
い
と
女
性
電
位
向
上
に
川

寄
与
す
る
記
事
を
求
め
て
、
あ
酬

な
た
も
〈
新
聞
ウ
ォ
y
チ
〉
は
川

い
か
が
。

川
詩
の
同
人
誌
『
雲
と
喜
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
宮
性
差
別
を
川
キ
リ
ス
ト
者
の
、
U
身
障
害
者
と

考
え
ゑ
E

干
町
富
山
県
高
岡
川
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
、
室

市
錨
紡
町
7
1
9
斉
藤
正
川
聞
に
渡
っ
て
発
行
し
続
け
て
き

芙

E
0
7
R
0
・

n・
3
9
酬
ま
し
た
(
会
員
数
m
名
)

0

2

9

酬

し

か

し

、

郵

便

料

亭

錨

め

と

す

川
る
諸
物
価
の
高
騰
で
そ
の
発
行

川

三三=一三三三三
=一=======ZE主
主

2z===三===-zz
川

ー
は
、
3
月
mm
日
(
土
)
か
ら
、
川

岩
波
ホ
l
ル
で
(
月
;
金
H
U
酬

時
め
分
、
日
時
幼
分
、
同
時
羽
川

分
。
土

・
日
・
祝
日
川
口
時
初
酬

分
、
は
時
間
ω
分
、
げ
時
間
剖
分
)
。
川

前
回
見
逃
し
た
方
、
も
っ
一
度
州

あ
の
感
動
を
味
わ
い
た
い
と
い
川

う
人
も
、
是
耗
御
覧
く
だ
さ
川

U

山

特
別
鑑
賞
券
は
、
1
4
0
0
川

円
(
当
日
1
8
0
6
円
)
。
岩
川

波
ホ
l
ル
の
他
、
都
内
の
各
プ
州川

レ
イ
ガ
イ
ド
で
。
団
体
の
申
し
川

込
み
、
問
い
合
わ
せ

宮

ω・
川

3
n
J矢
b
2
・
5
2
E
d
2

県
庁
所
在
地

・
布
市
を
対
象
に

女
性
問
魁
へ
の
と
り
く
み
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
16
8
5
年
に

比
べ
、
8
副
強
が
前
進
し
た
と

笛
え
て
い
る
。
前
進
し
た
の
は

但
塁
線
員
の
培
加
、
女
性
問
題

専
管
課
の
段
回
、
女
性
課
長
の

誕
生
辱
々
。
担
当
認
を
作
っ
た

の
は

ω甫
(
区
)
H
刊
・
7
物

H
。
全
国
平
均
よ
り
割
合
が
高

く
、
人
口
の
多
い
市
ほ
ど
積
煙

的
介
」
国
え
そ
う
。
女
性
問
題
の

職
員
研
修
を
待
っ
て
い
る
の
は

口
市

(日

・
2
必
)
、
管
理
職

研
修
は
加
市
(
区
)
、
女
性
問

題
に
関
す
ゑ
長
室
者
研
修

は
悶
市
(
区
)
。
女
性
問
題
に

闘
す
る
諮
問
機
関
を
長
回
し
て

い
る
の
は
的
市
(
区
)
、
段
置

を
予
定
し
て
い
る
の
が
8
市
。

女
性
セ
ン
タ
ー
、
会
館
等
を
設

置
し
て
い
る
の
は
訂
市
(
区
)

明
記
施
設
。
計
画
申
6
市
(
区
)

6
施
霞
。

(
数
字
は
羽
牢
7
月

「
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
女
性
雨
題
に

関
す
る
行
政
の
推
進
体
制
に
つ

い
て
」
)

11111111 1111 1111川

ム
H
a
桂
書
房
刊
、
二
O
O
O円・・
食

11111 

を
監
事
し
、
実
際
の
記
事
例
で

な
に
が
性
差
別
か
を
考
え
、
メ

デ
ィ
ア
と
の
話
し
合
い
を
通
じ

て
練
り
直
し
た
。
そ
れ
ら
を
内

容
と
し
た
の
が
1
9

9
l
年

『
メ
デ
ィ
ア
に
魁
か
れ
る
女
性

像
新
聞
を
め
ぐ
っ
て
』
。

l

年
後
に
本
へ
の
批
判
や
意
見
を

「
反
鶴
編
」
と
し
て
自
費
出
版

し
た
。と
の
ほ
ど
双
方
品
切
れ
に
な

(揮3彊郵置物認 可)

望

ま

し

い

修

正

を

加

え

て

刊

行

l

山
女
性
が
記
事
に
な
る
時
、
「
女
場
合
も
男
を
基
蹄
に
女
で
あ
る

川
性

nδ
」
や
「
お
母
さ
ん

O
O」
乙
ル
与
し
る
し
付
け
、
区
別
さ

川
な
ど
の
見
出
し
が
多
用
さ
れ
、
れ
る
。
言
に
は
男
性
と
の
差

川
「

O
Oだ
わ
」
の
よ
主
語
尾
異
を
強
制
し
、
「
女
な
ら
で
は

酬
が
付
く
。
こ
れ
は
単
な
る
事
実
の
」
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ

川
に
み
え
る
が
、
を
う
で
は
な
い
。
プ
の
女
性
像
と
位
回
復
制
を
伝

川
外
国
人
の
一記
事
の
見
出
し
に
は
え
弓
高
も
泉
佐
を
罰
的

川
「
O
O人
が
ど
う
し
た
」
と
函
に
描
い
て
い
る
。

川
名
が
暗
号
乙
れ
る
が
、
女
性
の
新
聞
の
中
の
性
差
別
的
表
現

自
然
分
娩
と
育
児

匡~

安奇r./'、来斤""
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研信詳塁
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人
口
鈎
万
人
以
上
の
市
(
特

別
区
)
、
人
口
却
方
人
未
満
の

l目黒性!

ヨ
昨
年
、
多
く
の
女
性
た
ち
の

、ン

共
感
を
呼
ぴ
、
大
好
評
の
う
ち

ド

に
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
終
え
た
カ

一
ナ
ダ
映
画

『森
の
中
の
淑
女
た

ロ

ち
』
が
、
再
び
上
映
さ
れ
る
遡

び
と
な
り
ま
し
た
。

川

平
均
年
齢
初
歳
。
脚
本
な
し
。

」

初
め
て
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
女

勺

性
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

ぺ

方
、
経
験
を
語
る
こ
と
で
物
悟

-
ー
を
綴
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
手
法
で
作
ら
れ
た
こ
の
映

闘
は
、

μ
映
圃
の
奇
跡
d

と
ま

ず
言
わ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

作
品
は
、
脚
本
家

・
グ
ロ
リ

ア
・
テ
マ
l
ズ
o
灯
設
で
と
の

世
f卓
志
っ
た
彼
女
の
最
初
で
霞

後
の
長
編
劇
映
画
。
監
笛
は

「
出

呈

豆
ロ
E
」
で
彼
女

と
と
も
に
共
同
リ
サ
ー
チ
し
脚

本
を
白
い
た
シ
ン
シ
ア
・
ス
コ

ッ
ト
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
て
い

ま
す
。ア
ン
コ
ー
ル

・
ロ
1
ド
シ
ョ

〈
女
性
の
一
生
を
通
じ
て
妊

娠
・
出
産
・
育
児
を
考
え
る
〉

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
で
は
、
H

パ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
設
立
基
金
H

を
開

設
。
寄
付
金
、
出
資
金
、
協
力

債
を
募
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
は
、
神
奈

川
県
内
唯

一
の
公
立
の
単
科
の

お
産
の
施
程
「
神
奈
川
県
立
母

子
セ
ン
タ
ー
」
廃
止
を
き
っ
か

け
に
、
利
用
者

・
職
員

・
質
向

者
が
集
ま
り
、
自
然
な
分
娩
と
、

母
乳
を
中
台
」
し
た
自
然
育
児

を
目
指
す
パ
l
ス
セ
ン
タ
ー
を

作
ろ
う
と
宿
動
し
て
い
る
会
で

す。最
近
の
お
産
は
、
病
院
や
産

院
が
ほ
と
ん
ど
で
、
し
か
も
、

休
目
や
夜
間
の
出
産
を
避
け
る

た
め
に
、
識
で
、
計
画
し
た
回

時
に
産
ま
せ
る
よ
つ
に
し
て
い

ま
す
。
陣
痛
促
蓮
副
の
被
笥
b

噌
え
て
い
ま
す
。
パ
l
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
「
家
族
も
参
加
し
て

新
し
い
命
を
通
え
た
い
」
「
産

-妊娠、出産、育児を考えるカンガルーの会.

み
答
組
回
航

り
進
抱

取
前
悶

の
が
叶

題
上
風

間
以
別

性
割
削

女

8

国

マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
(
日
本
語

i
2
0
0
字
、
英
語
7
0
0

32
官
以
内
)
、
写
真

(本

人
の
顔
写
真
と
、
レ
ポ
ー
ト
の

公~〈木曜日〉

者
i
家
庭
医
と
専
門
医
の
連
埠
Jレ
0
0
円
(
交
流
会
開
)
申
込
み
い
て
H
中
野
聡
恭
(
神
高
川
県
資
源
同
日
幽
同
時
羽
分
茎
京
区
民
セ
小
百
合
(
女
8
1
0
0
0
同
級
物
付
)

闘
合
せ
r

日
間
ク
ラ
と
と
雇
む
・
撃
を
い
」
、
同
時
泊
客
情
報
セ
ン
タ
ー
E
Q
d
Q
H
-
m
の
世
界
銀
E
E
萌
だ
ち
ゆ
き
己
(
W

)
を
中
心
に

同
セ
ン
タ
ー
封
働
部
官
0
4
6
6
・
回
収
商
業
協
同
組
合
)
、
中
績
予
ン
タ
1
(
地
・
宮
駅
)
岬
師
問
合
せ
開
人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
プ
宮
m
・
3
2
0
3
・Q干

44
分
「
私
た
ち
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
盟

・
3

4

3

0

w

B

-ジ

λ
ン
事
局
長
)
、
「
コ

ロ
自
国
同
時
泊
分
間
組
合
闇

U
・2
l
l
l
内
印
刷
(
六
和
問
問
者
の
金
生
活
世
世
代
山
川
暁
夫
(
大
阪
経
開
法
科
大
教

宮
町出
・
3
3
6
2
Q
8
3
0

.
、y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
豊
か
な

る
つ
」
、
パ
ザ
!
湖
円
託
児
有

・
ノ
l
ゴ
ル
フ
園
開
フ
方
llヲ
ム
ン
ピ
ュ
l
タ
ソ
フ
よ
喜
姫
宮
」
荒

・
市
民
活
動
応
握
摘
鹿
「
助
成
金
中
国
耳
木
長
期
人
叫
医
師
)

川

・
力
ン
ポ
デ
の
女
性
と
開
発
友
)
、
②
水
に
つ
い
て
H
小
川
浩
(
ア
殴
)
畑
円
間
内
せ
向
通
宮
蚕

・
連
鞭
調
座

「生
と
禿
の
デ
ザ
イ

憶
は
可
能
な
f
」
5
い
ろ
い
ろな
視

申
広
み
同
興
行
委
耶
摘
局
君
臨
・
制

牧
敏
夫
帽
タ
ス
代
理
田
岡
程
)
ベ
今

は
あ
な
た
吾
待
っ
て
い
る
/
|
|
剛
円
主
催
日
仏
女
性
園
料
セ
ン
タ
山
口
同
同
時
初
日
分
総
貯
金
一
罰
ク
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
車
暗
所
所

官
邸
・
3
ヲ
E

8
・
8
a
o
b
ン
W
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
卜
l
ク
l

点
か
ら
密
と
性
を
き
老
l
a
b
i
-
-

2

6

引

日
間
同
時
泊
分
部
勤
労
掴
祉
自
の
傘
讃
唖
と
女
性
起
蝿
車
の
役

い
て
み
ヰ
つ出
す
人
の言
い
分、

も

間
ASP
事
描
局
・
中
間
宮
O
金
調
笠
通
新
聞
高
ノ
木
駅
)
盛
)
、
山
門
岳
志
(
川
と
掴
の
一
理
揖

・
国
際
家
旗
手
y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ッ
コ
ロ
しず足措っ
て
み
辛
?
|

同
日
出
回
一
同
泊
分
エ
ポ
y
z
m

-
等
ι
回
迫
斗
市
女
性
フ
ヲ
よ
フ

金
魁
(
地
八
丁
堀
駅
5
8
副
」
植
田
政
煮
え
阪
市
立
大
教
師
匠
)
、

ら
た
側
の
ノ
ウ
ハ
ウ

」

4

9

:
臼

S

in
n
g
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
女
性
国
会
闘
を
ザ
る
合
理
判
明
噴
き
、
@
ゴ
ミ
に
作
家
族
つ
て
な
晶
に
ω

旧
日
回
目
時
鈎
分
間
京
Y
W
C

(
地
盛
駅
西
口
す
ぐ
)
司
会
庄

ム
「
要
の
座州
出血
ぶ
な
い
H

」
「
な
ぜ
私
た
ち
は
ゴ
ル
フ
場
に
反
対

「大
阪
子
週
れ
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
情

ロ
日
出
同
時
切
分
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
3
8
自
陣
捕
ふ
テ
反
戦
草
間
、
ソ
ク
ア
レ
イ
パ
l
〈
カ
ン
ポ
つ
い
て
川
腫
尿
専
問
(
際
援
物
を
考
凶
口
一
回
目
同
時
期
建
廼
窪
田

A
告
曲
力
フ
マ
ン
ホ
ー
ル
(
掴
茶
ノ
司
岸
子
(
立
教
大
教
授
)
、
シ
ン
ポ
羽
田
四
日
同
時
狛
江
市
立
中
央
公
す
る
の
か
」
ゴ
ル
フ
ァ
ー
川
町
ノ
l
ゴ
報
」
岡
本
悠
持
(
ミ
ズ
プ
ラ
ン
ニ
ン

よ
己
は
よ
交
問
ラ
ウ
ン
ジ
(
桜
木
町
会
細
川
実
の
ゴ
品
し
小
選
ジ
ア
在
N
G
O
)、
コ
l
デ
ィ
永
l
え
る
市
民
室

、

業

光

子

宮

H
Z
bの
立
場
か
ら
主
開
室
長
5
分
)
佐
野
博
子
〔
桔
毒
ジ
ス
ト
・
山
富
提
(
「
人
闘
と
一
世
」
民
館
ホ
ー
ル
京
田
昌
・
狛
江
駅
す
ル
フ
「
ビ
デ
オ
「
管
理
」
、
ク
代
表
〉
、
薬
会
加
入
語

駅
品
、
ラ
ン
ド
7
1
3
1
1
差
剛
一
/
女
た
ち
の
雪

て

ぶ

つ

と

タ

l

苦
手
県
号
カ
ン
が
さ
き
ょ
」
宏
E

間
代
表
)
、
コ
1
3、

署

員

教

育

の

き

、

徳

永

溢

(

席

率

字

病

院

者

5

5

、

空

軍

事

ぐ
〉
朗
腕
「
字
書
」
小
林
事
長
に
き
メ
y
セ
l
ジ
ほ
申
量
-
g

露

宴

同

文

ド
)
重
一
冗
(
ト
ヨ
タ
財
団
)
ば
せ

ボ
ジ
7
E
3
l
ラ
ム
耶
明
白
骨

テ
イ
ネ
l
タ
!
軒
撃
(
か
な
が
面
か
色
、
軍
肢
を
め
ぐ
る
法
制
終
息
8
1
6
0
円
費
電
話
(
国
際
エ
イ
ズ
プ
ロ
ア
ェ
ク
ト
代
葉
子
、
議
題
H
杉
井
静
天
井
か
前
売
16
1
円
、
当
日
1
5
化
部
女
性
翼
線
宮
ω
・
1

l

柳
喜
子
(
エ
イ
ポ
ン
女
性
文
化
セ
ロ
臼
出
同
時
普
賢
郵
福
ω
-
i
3
4
2
d
E
わ
の
あ
す
暴
く
ま
間
組
曲
協
揖
告
書
、
豊
富
士
寵
・
迎
枯
国
開
予
約
申
告
間
色
せ
了
斑
閉
Y
表
)
、
議
出
(
国
守
霊
童
院
股
壬
)
、
回
中
国
艶
子
(
「
わ
い
ふ
」
0
0
円
間
合
せ
同
事
局
世
田

0

3

1
F
A
X
m
9
4
4
-6

ン
タ
l
)
、
阿
部
拍
子
(
み
ず
色
)
他
、
基
節
制
同
主
随
0

・
間
人
民
主

・
ス
テ
キ
に
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
窃
開
局
)
削
人
申
込
み
同
セ
柵
人
年
直
径
百
世
田
・
2

?

0
・
W
C
A
隅
座
企
菌
世
間
目
i
9
3
保
健
統
計
人
口
宇
部
部
長
)
、
量
霊
長
〉
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
2
?
6
・
1
6
4
8
(
用
水
金
6
4
8
3
耳
目
締
切

l

i

円

保

育

有

宮

ク

ラ

ブ

間

寝

室

O

i

-

-

あ
な
陸
将
来
五

T喜

を

ン

L

E

部

官
O

i

-
-

i

・5

4

2

1

揮

下

〔

署

員

第

一

一

病

院

重

量

控

2

・
3

i

H

時

以

降

〉

g

-
E

覇

究

実

学

フ
ォ
ラ
ム
よ
と
は
ま
宮
円
ワ
E
日
・
4

7

s

b

選

ひ
ま
す
か

幻

・
9
1
1
1
内
班
、
か
な
が
わ
の
つ
判

|
|
引
制
I
l
l
l川
l
ー
パ
イ
」

抽
人
科
助
教
侵
)
別
名
申
込
み
l
i
l
l

-
7
3
1
部
障
壁
体
報
告
雲
習
会
V
簡
3期
「
『
地
壇
紛
争
』
に

;

i

s

g

き

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

同

日

ヤ

2

5

m

E

2

3

2

豊

富

一

お

知

ら

せ

一

・

3
エ
ポ
y
ク
叩
話
5

・
「や
主

義

」

3

・
越

智

聞

は

時

日
本
キ
リ
ス
ト
教

震
は
伺
客
室

か」

-
ヨ
1
日
々
の
反
撃
動
は
今
「
ど
フ
宰
雪
こ
れ
か
り
の
病
院
介

「恋
b
仕
事
言
張
っ
て
生
き
よ
2
?
・
I
l
l
1
内
1
1
6

「
|
ト
|
|
|
ド
ト
|
I
l
l
i
-
-l
a
r
l」

p

i

-

-

b

l

s

舎

と
デ
モ

会
館
(
地
・
早
椙
田
駅
5
8
7
n
目
附
同
時
四
番
町
区
畏
雲

ロ
日
出
時
間
釦
分
な
が
れ
や

護
費
用
」

う

」

富

子

あ

ず

さ

〈

哲

迎

田

)

、

げ

・
「自
芋
レ
て
生
吾
る
こと」

3

・
コ
メ

ど
つ
な
る
ど
つす
る

・

軍
族
と
世
・
セ
ク
シ
ャ
リ
4
7
ィ

・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
っ
工
何

泊
日
闘
は
時
明
治
大
学
大
学
院
3
l
研
究
の
状
伺
E

各
理
丙
震
か
ら
室
(
出
・
半
蔵
門
頃
3
分
)
瑚
円

(
高
田
馬
場
問
主
)
車
の
ホ
同
日
冊
目
時
初
分
国
立
教
育
会
日
「
在
の
一
就
職
の
現
状
と
線
路
」

北
隠

程
霊

園
「
点
ら
れ
る
、
高

こ
れ
官

の
コメ
連

事

主

5
自
分
の
歴
史
書

価
す
る
こ
と
か
っ
l
iそ
の
光
長

南

鯛

室

(

調

茶

ノ

義

っ

き

封

の

田
川
凹

1994年 3月 10日(3 ) 
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…
サ
ラ
ン
ラ
ッ
ズ
は

二
人
と
環
境
に
や
さ
し
く
L

め
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミ…

-
刃
が
簡
単
に
は
が
せ
る
か
ら
、

使

い

終

わ

っ

た

あ

と

分

別

処

理

も

ス

ム

ー

ス

で

す

。

-

指

に

直

接

触

れ

な

い

位

置

に

刃

を

変

更

し

て

い

る

か

ら
、
あ

わ

て

て

箱

を

つ

か

ん

で

も

安

心

で

す

。

サランラッコ。

-

軽

い

力

で

簡

単

に

カ

ッ

ト

で

き

、
巻
き
一
反
り
や

飛

び

出

し

を

防

ぐ

機

能

も

付

い

て

い

ま

す
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グ
人
権
外
交
4
を
日
本
に
期
待

(2) 

人
備
の
守
ら
れ
る
也
界
を
一
作

る
た
め
に
、
職
員
や
活
動
家
た

ち
に
で
さ
る
こ
と
は
|
|

自
由
還
挙
で
選
ば
れ
た
他
の

国
の
議
員
や
人
権
活
動
春
行
っ

て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
と
交
流

し
、
枠
を
晶
休
め
て
い
く
こ
と
。

外
務
省
に
各
国
の
人
権
状
況
の

調
査
を
さ
せ
、
政
府
開
発
媛
闘

を
提
供
す
る
際
、
受
給
国
の
人

極
状
況
に
合
わ
せ
て
俊
助
を
決

め
る
よ
う
政
府
を
動
か
す
こ

決
し
て
高
い
評
価
は
で
き
な
い
と
。
「
い
ま
や
N
G
Oの
役
割

と
思
う
の
だ
が
、
ケ
リ
ー
さ
ん
は
世
界
で
も
量
要
に
な
っ
て
き

一
目
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
犠
貝
ロ
パ
l
ト
・

F

ケ
ネ
デ
ィ
ロ
パ
l
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
娘
は
日
本
の
人
権
政
策
に
対
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
N
G
O

連
盟
(
鯨
岡
兵
堅
古
屋
)
に
よ
望
大
橋
セ
ン
タ
ー
は
、
人
権
で
も
あ
る
。
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
は
人
権
に
対
し
て
活
発
な
活
動

る
国
際
人
権
セ
ミ
ナ
ー
が
衆
院
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
行
動
し
ケ
リ
ー
さ
ん
は
、
父
口
パ
l
日
本
は
す
で
に
人
権
保
護
の
を
し
て
い
る
。
人
梅
運
動
を
進

級
員
会
館
で
開
か
れ
、
世
界
各
た
故
ロ
パ
1
ト
・

F
・
ケ
ネ
デ
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
初
め
て
日
本
た
め
に
動
き
始
め
て
い
る
。
政
め
る
た
め
に
、
各
国
の
N
G
O

国
の
人
権
侵
嘗
を
告
発
し
て
い
ィ
司
法
長
官
を
偲
ん
で
設
立
さ
を
訪
れ
た
一
九
六
一
年
当
時
府
は
、
急
増
す
る
ビ
ル
マ
人
難
問
包
帯
〈
椛
こ
そ
量
一
翼
と
と
も
。

る
米
国
の
「
ロ
パ
1
卜・

F
・
れ
た
も
の
で
、
活
動
は
各
国
へ
も
、
世
界
は
動
乱
の
中
に
あ
っ
民
を
本
国
に
送
還
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の
N
G
Oの
人
権

ケ
末
デ
ィ
記
念
人
梅
セ
ン
タ
人
権
の
た
め
の
調
査
血
涙
遇
、
た
が
、
自
分
が
訪
れ
た
今
も
、
援
助
と
し
て
、
国
連
の
高
等
殿
活
動
は
、
各
国
の
人
樋
状
況
を

I
」
(
非
政
府
組
織
H
N
G
O
)
経
済
的
援
助
、
米
国
内
で
の
啓
共
産
主
義
の
崩
績
や
至
る
所
で
民
弁
務
官
事
務
所
に
三
百
六
十
調
査
し
、
ま
と
め
て
公
に
発
表

事
務
局
長
の
ケ
リ
l
・
ケ
ネ
デ
祭

・
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
米
紛
争
が
起
き
、
世
界
は
革
命
的
万
ド
ル
を
出
す
と
と
を
発
表
。

し

た
り
、
識
会
や
行
政
に
対
し

ィ
・
ク
オ
モ
さ
ん
が
、
人
権
外
国
議
会
へ
の
ロ
ビ
l
活
動
な
ど
と
も
言
え
る
変
化
の
肢
に
洗
わ
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
、
中
止
し
て
わ
活
発
な
ロ
ビ
l
活
動
を
行

交
と
N
G
O
に
つ
い
て
語
っ
多
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
れ
て
い
る
と
い
い
、
「
と
の
よ
て
い
た
経
済
援
助
を
再
開
。
カ
っ
て
い
る
。
官
庁
の
人
々
と
オ

た
。
因
み
に
ケ
リ
ー
さ
ん
は
、
故
う
な
時
代
の
中
で
、
世
界
は
ま
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し
て
、
ニ
つ
の
l
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゃ
、
個

醐

園

1
1U
聞
援
司

i
jけ
厳
す
ま
す
臼
本
に
新
し
い
指
哩
カ
グ
ル
ー
プ
の
自
衛
隊
幹
線
遇
。
人
的
に
個
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

炉
‘
.回

選

露
目

除
齢
幽

を
求
め
て
く
る
だ
ろ
う
」

。

旧

ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
P
K
O

す
る
。
ま
た
、
議
会
雲
聴
会

l
i
l
-
-L

-

-

Z

圃富
田
・
・
・
置

な
ぜ
な
ら
、
日
本
が
大
き
な
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
で
証
言
レ
た
り
、
現
在
の
政
策

1
4
1
1
1

-お

動

組

靖

国
調

聞

』
川
川
崎
護
国
に
成
長
し
た
か
ら
だ
。
た
と
れ
に
代
わ
っ
て
パ
セ
ロ
ラ
に
対
に
つ
い
て
人
情
的
不
備
を
指
摘

ふ

撃

anι
際

幽

闇

・
・
開
羽
田
、
語
、
日
本
は
世
界
一
の
債
権
す
る
経
済
・
技
術
的
、
人
道
的
レ
、
政
策
提
案
を
す
る
な
ど
幅

」

和

d
p噌司
圃
・
・
・
・
園
周

・
・
・
圃
際
熱
闘

温

R

J

司

誼
.
.
.
.
 
醐
岨
・
司
A
縄

問
国
で
あ
り
、
政
府
開
発
援
助
(
O
綬
助
に
参
加
す
る
方
針
#
決
め
広
い
も
の
だ
と
紹
介
。

間一
J
醐
賂
明

日
D
A)
も
一
九
九
一
年
に
は
百
た
(
日
本
国
内
在
、
そ
れ
ぞ
「
人
権
を
保
護
す
る
た
め
に

q

了

内

語

、

経

雌

叫
川

同

十
億
ド
ル
重
助
し
て
一
位
に
れ
異
論
の
あ
る
政
策
だ
が
、
ァ
国
際
人
権
規
約
、
さ
ま
ざ
+
草

刈

l

h

F

議
打
ふ
器
削
臨

F」
な
っ
た
。
国
連
へ
包
資
金
も
メ
リ
カ
の
評
価
と
し
て
)
O

条
約
、
各
国
の
圏
内
法
が
あ
る

℃

圃
閥
均
ぷ
掛
笠
郡
一
』
一
一
間
一
一

・
闇
繍
闘
嫡
吋
四
国
連
予
算
の

一
二
物
を
受
け
持
ま
た
、
昨
年
の
秋
、
江
田
五
が
、
そ
う
い
っ
た
法
俸
が
あ
る

よ

ペ

a実
γ
議

事

室

ち

、

世

界

第

二
位
の
提
供
国
で
月
費
を
中
心
尺
士

一人
の
だ
け
で
は
ダ
メ

2
2

v

に
I

J

議

吋

あ

る

。

国

会

費

が

ミ

ャ

ン

マ

ー

に

お

の

精

神

が

生

か

さ

れ

て

い

詰

ー

一一
一j

e

E

酔

百
本
が
世
界
に
与
え
る
影
り
る
人
憶
保
挫
の
た
め
の
芭
閉
ば
な
ら
な
い
。人
権
を
保
護
し
、

角

川

」

脚

一

凶町聞
副

明

r
r
t勉開
祖
開

f~

咽
留
は
大
き
く
、
世
界
が
次
の
世
を
タ
イ
首
相
宛
に
送
っ
た
よ
し
尊
重
す
る
と
い
う
と
と
は
内
戦

J

E

韓
国
圃
置
慣
幽
園
周
困
層
ILY

7

h

E

E

h
臨
a明
治
掴
割
審
底
紀
に
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
れ
は
タ
イ
富
豪
た
ち
の
要
を
遅
け
る
量
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

SF

-田耕
輔
司
，

A
明
区
阻
聞
く
の
か
を
決
め
る
カ
ギ
を
日
本
踏
に
よ
っ
て
行
っ
た
も
の
だ
な
る
。
国
際
的
に
は
県
平
和

d
a
s
-
-
-
-
-V
幽
旬
開
凶
闘
副
司
婦
が
握
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
権
綴
員
連
を
追
求
す
る
要
と
な
る
」
と
虚

i

i

!

t

a

圃

聞

勝

一

副

期

尚

富
で
は
な

い

」

閣

も

こ

れ

に

呼

応

し

て

、

同

僚

ベ

た

。

二
審
事
F

I

V

E

a

・

耐

滴

啄

議

4
9

岳
山
田
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
書
簡
を
タ
イ
首
相
に
送
り
、
参
加
者
か
ち
、
ア
メ
リ
カ
が

一

F

i

u

い

う

日

本

の

人

霊
織
、
人
権
連
帯
し
て
覇
が
で
き
た
と
高
か
か
え
る
人
相
差
別
、
日
本
の

人
曜
の
大
切
妻
揺
る
ケ

V
さ
九
月
中
央
)、

直
間
隙
間
亨
ん

政
策
は
と
コ
か
。
残
念
な
が
ら
い
評
価
を
し
た
。

人

権
運
釘
の
低
調
に
つ
い
て
質

ミ
芯
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
S
幸
蓄
量
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
主
将
浴
室
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ホミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
3
Sミ
宰
ミ
主
宰
意
書
ミ
ミ
ミ
ミ
ホ
ミ
ミ
ミ
富
市
お
お
喜
連
事
ミ

s
a
s
s豊
富
&
ミ
ミ
ミ

asss、

「ι
川
汁
叶
引
l
l
1
1
I
ll
i
-
-
I
l
l
i
-
-
」

送
「
私
の
故
郷
は
松
代
大
本
営
の
分
野
で
地
域
に
根
ざ
し
た
一
使
会
を
超
え
て
」
(
賄
事
通
信
社
)

一
呂

文

首

4
r中
1
r
2
4
r古
4
r主治

ロ
ン
ド
ン
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仁木曜 日〉1994年 3月 10目

求
め
ら
れ
る
N
G
O
の
活
動

ケ
リ
i
・
ケ
ネ
デ
ィ
・ク
オ
モ
さ
ん
に
聞
く

安寿号ノ、来1T7'胃国壬量E

宝
石
と
女
性
と
環
境
の
関
係

主;
E主

主E
.-
圭t

E圭
:~ 

i聖
書正

2圭
.. 
.-
吉三

主苦

言三

三三

三
主主

主_. 
F呈

圭Z
.-
_. 
E圭
三E

E圭

圭z
i歪
:= 

.-

言Z

三三

.-
三吉

.-
E三

E主

孟三
三
三吉

宏之

主
主
主言

語

f圭

呈E

E喜
三5

;:: 

主主

.-
差E

室三

喜E
.-
喜E
Z三

三z
:= 

圭E

i三
三E

i芸

.-
i圭

.-
主吾

妻三

i呈

== 
主雪

吉三

_. 
f圭
.-
三三

三
三三

Z三

三
E芸

三E

主主

主2
5呈
三E

.-
_. 

E圭
呈5

2圭_. 
.-
李主

三
月
三
目
、
神
奈
川
県
江
の

島
の
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン

タ
で
「
史
の
会
研
究
誌
」
第

二
号
発
刊
を
配
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
た
。
十
二
人

の
こ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
開

い
た
会
に
約
八
十
人
も
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
会
場
は
い
っ
ぱ

い
。
「
史
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

も
反
響
の
大
き
さ
に
鰐
く
ほ
ど

だ
っ
た
。

第
二
号
の
発
表
論
文
の
中
か

ら
若
木
千
賀
子
さ
ん
が
「
フ
ェ

リ
ス
(
奈
子
院
)
に
お
け
る
夫

皇
制
」
、
森
山
敬
子
さ
ん
が
「
『
女

自
主
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
で

き
て
い
た
。
年
表
作
り
の
ほ
か
、

膨
大
な
証
言
、
聞
き
取
り
作
業

を
実
際
に
行
っ
た
の
も
女
性
史

グ
ル
ー
プ
の
人
々
だ
っ
た
。

「
夜
明
け
の
航
跡
」
は
一
九

八
七
年
に
完
成
、
次
い
で
、
戦

後
女
性
史
(
「
共
生
へ
の
航
路
」

学
世
界
』
に
咲
い
た
花
内
線

千
代
子
」
、
影
山
直
江
さ
ん
が

「
明
治
前
期
新
聞
に
み
る
神
奈

川
の
娼
妓
た
ち
」
に
つ
い
て
語

った。会
場
に
は
プ
ロ
の
学
者
、
研

究
者
も
参
加
し
て
い
た
が
、
熱

心
な
質
問
が
飛
ん
だ
。
神
奈
川

県
内
の
女
性
史
グ
ル
ー
プ
の
参

加
も
多
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

の
受
流
会
も
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
。
「
史
の
会
」
は
か
な
が
わ
女

性
セ
ン
タ
ー
が
県
内
の
女
性
た

ち
の
協
力
を
得
て
作
っ
た
神
奈

川
の
女
性
信
『
夜
嗣
け
の
航
跡
」

の
(
明
治
i
昭
和

・
敗
戦
ま
で
)

製
作
の
中
で
生
ま
れ
た
。

神
奈
川
の
女
性
の
、
生
き
た

歴
史
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
明

治
か
ら
の
新
聞
を
一
枚
一
枚
チ

ェ
ッ
ク
し
、
女
性
の
関
連
し
た

釘
容
を
丹
念
に
拾
い
、
カ
ー
ド

貝
が
執
筆
し
て
い
る
。
丹
念
に

資
料
を
調
べ
、
地
域
の
女
性
史

グ
ル
ー
プ
に
よ
く
あ
る
、
単
な

る
H

聞
き
書
き
女
性
史
H

か
ろ

踏
み
で
た
力
作
が
多
い
の
に
目

を
見
張
ち
廿
ち
れ
る
。

ど
苦
労
の
連
続
。
取
材
し
た
相

手
に
「
あ
な
た
も
物
好
き
ね
」

と
笑
わ
れ
、
指
導
の
江
刺
昭
子

さ
ん
に
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
「
大
変
だ
っ
た
」
「
苦
し

ん
だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
ス
タ
l

ル
ー
プ
を
一
惇
ろ
う
と
い
う
と
と

に
な
り
、
「
史
の
会
」
を
結
成

し
た
。毎
月
第
一
木
随
臼
の
午
後
の

研
究
会
を
開
き
、
神
奈
川
に
関

連
し
た
女
性
の
歴
史
に
テ
!
?

を
し
ぼ
り
コ
ツ
コ
ツ
研
究
を
霊

ね
、
一
九
九
一
年
八
月
研
究
誌

歴
史
の
、
そ
し
て
女
性
の
歴
史

の
お
も
し
ろ
さ
に
取
り
儲
か
れ

て
い
ま
す
。
女
性
の
歴
史
は
ま

だ
幸
先
ι
こ
れ
か
ら
。
い
く
ち
で
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!神奈川県「史の会研究誌」

神

奈

川

女

性

史

づ

く

り

の

中

か

ら

誕

生

生
き
た
歴
史
発
掘

「

史

の

会

研

究

誌

」

第

二

号

発

刊

集

会

も

を
作
成
、
膨
大
な
女
箆
史
年
表
一
九
九
三
年
完
成
)
の
刊
行
へ
第
一
雪
大
正
の
締
き
を
き
く
」

宇
作
る
こ
と
か
ち
作
業
が
始
ま
と
進
む
が
、
こ
の
，
作
業
の
中
で
を
初
{
句

っ
た
。
そ
包
気
の
還
く
な
る
よ
「
夜
明
け
の
航
跡
」
の
大
正
時

二
年
余
り
た
っ
た
昨
年
晩

う
な
膨
大
で
面
倒
な
惇
業
を
担
代
を
担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
の
メ
秋
、
第
二
号
「
時
代
の
う
ね
り

っ
た
の
が
、
県
下
の
女
性
史
訴
ン
パ
l
を
中
心
に
し
た
人
々
を
見
つ
め
て
」
を
面
し
た
。

B

究
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。
か
な
が
と
、
大
正
時
代
を
担
当
し
た
編
5
判
2
7
6
ペ
ー
ジ
と
い
う
大

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
は
開
館
当
初
集
委
員
、
女
性
史
研
究
家
の
江
者
。
大
正
に
絞
っ
た
第
一
号
に

か
ら
「
女
性
史
講
座
」
に
カ
を
刺
昭
子
さ
ん
が
、
と
の
メ
ン
パ
比
べ
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
範

入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
ー
で
一
新
し
い
女
性
史
の
学
習
グ
囲
を
広
げ
、
十
二
人
の
会
員
全

も
掴
り
起
と
す
テ
!
?
が
あ

る
、
と
い
う
感
じ
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
研
究
誌
を
出
す
費

用
も
大
変
だ
O
第
二
号
は
、
ワ
l

ト
以
来
五
年
、
家
の
都
合
な
ど

で
や
め
た
人
は
二
人
だ
け
。
「
史

の
会
」
以
外
に
も
、
か
な
が
わ

女
性
史
の
母
体
と
な
っ
た
自
ら

の
所
属
グ
ル
ー
プ
で
も
志
動
を

続
け
て
い
る
人
が
多
い
。

「
遅
々
た
る
歩
み
だ
け
れ
ど

自
分
の
チ
!
?
が
決
ま
る
と

調
査
、
資
料
痩
U
。
一
つ
一
つ

資
料
を
控
し
当
て
る
苦
労
。
簡

単
に
あ
る
と
思
っ
た
記
録
が
な

い

・o
m
重
な
ベ
ン
字
の
宇
一
曹

き
一
資
料
で
コ
ピ
ー
は
ダ
メ
と
い

わ
れ
、
全
部
手
で
写
し
た
、
な

第 1057号

11111 

詩の同人誌「雲と麦」

も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
資
金
集
め
の
た
め
に
、

年
2
回
の
リ
サ
イ
ク
ル

・
パ
サ

ー
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ザ
ー
へ
の
、
献
品
を
ぜ

ひ
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
贈
答
品
、
食
品
、
文
呉
、

日
用
雑
貨
な
ど
、
何
で
も
結
憾

で
す
。
ま
だ
使
え
そ
う
で
あ
れ

ば
使
用
し
た
カ
パ
ン
や
靴
、
吉

本
、
古
着
で
も
構
い
ま
せ
ん
(
リ

サ
イ
ク
ル
の
目
的
も
あ
る
の

で
)
。私た
担
あ
苦
痴
を
お
察
し
の

よ
、
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
工
藤
一
麦
官
閃
・
3

5
5・
053一市
型
車

部
江
芦
川
区
西
小
岩
3
お

明

ω

111111 

バザーに献品
お願いします

第 1057号

川川 11111 

み九なのページです.言L 、 t~L 、ことや、 知 らせたい

ことが晶ったら、ど九どん括自衛して下さい。

電話 03(3343)1846
編集部 l

FAX 03(3348)1890 

新「
メ開討
をア
イ
め守ア
くド
つ・』
ザ描

肩か
れ
補
る反
女
響性
編
像付」

っ
た
の
を
機
に
合
冊
し
て
「
メ

デ
ィ
ア
に
儲
か
れ
る
女
性
像

相
補

・
反
拘
編
付
(
2
0
8
0

円
/
桂
曾
房
E
0
7
6
4
・
M

・
4
B
0
0)
を
刊
行
し
た
。

こ
の
坦
補
版
で
は
、
受
け
手

の
読
者
や
法
り
手
の
記
者
か
ら

の
間
見
を
参
考
に
「
差
別
的
表

現
」
「
望
ま
し
い
表
現
L

を
検

討
し
、
多
少
の
修
正
を
加
一
え
た
。

そ
の
意
味
で
、
記
者
と
と
も
に

作
っ
た
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と

い
え
る
。

現
在
、
「
望
ま
し
い
表
現
竺

刊
行
の
た
め
の
記
事
収
集
を
続

け
、
先
頃
新
酬
の
こ
句
。
年
間

え

た

よ

♀

凡

。

川

の
扱
い
と
女
性
電
位
向
上
に
川

寄
与
す
る
記
事
を
求
め
て
、
あ
酬

な
た
も
〈
新
聞
ウ
ォ
y
チ
〉
は
川

い
か
が
。

川
詩
の
同
人
誌
『
雲
と
喜
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
宮
性
差
別
を
川
キ
リ
ス
ト
者
の
、
U
身
障
害
者
と

考
え
ゑ
E

干
町
富
山
県
高
岡
川
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
、
室

市
錨
紡
町
7
1
9
斉
藤
正
川
聞
に
渡
っ
て
発
行
し
続
け
て
き

芙

E
0
7
R
0
・

n・
3
9
酬
ま
し
た
(
会
員
数
m
名
)

0

2

9

酬

し

か

し

、

郵

便

料

亭

錨

め

と

す

川
る
諸
物
価
の
高
騰
で
そ
の
発
行

川

三三=一三三三三
=一=======ZE主
主

2z===三===-zz
川

ー
は
、
3
月
mm
日
(
土
)
か
ら
、
川

岩
波
ホ
l
ル
で
(
月
;
金
H
U
酬

時
め
分
、
日
時
幼
分
、
同
時
羽
川

分
。
土

・
日
・
祝
日
川
口
時
初
酬

分
、
は
時
間
ω
分
、
げ
時
間
剖
分
)
。
川

前
回
見
逃
し
た
方
、
も
っ
一
度
州

あ
の
感
動
を
味
わ
い
た
い
と
い
川

う
人
も
、
是
耗
御
覧
く
だ
さ
川

U

山

特
別
鑑
賞
券
は
、
1
4
0
0
川

円
(
当
日
1
8
0
6
円
)
。
岩
川

波
ホ
l
ル
の
他
、
都
内
の
各
プ
州川

レ
イ
ガ
イ
ド
で
。
団
体
の
申
し
川

込
み
、
問
い
合
わ
せ

宮

ω・
川

3
n
J矢
b
2
・
5
2
E
d
2

県
庁
所
在
地

・
布
市
を
対
象
に

女
性
問
魁
へ
の
と
り
く
み
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
16
8
5
年
に

比
べ
、
8
副
強
が
前
進
し
た
と

笛
え
て
い
る
。
前
進
し
た
の
は

但
塁
線
員
の
培
加
、
女
性
問
題

専
管
課
の
段
回
、
女
性
課
長
の

誕
生
辱
々
。
担
当
認
を
作
っ
た

の
は

ω甫
(
区
)
H
刊
・
7
物

H
。
全
国
平
均
よ
り
割
合
が
高

く
、
人
口
の
多
い
市
ほ
ど
積
煙

的
介
」
国
え
そ
う
。
女
性
問
題
の

職
員
研
修
を
待
っ
て
い
る
の
は

口
市

(日

・
2
必
)
、
管
理
職

研
修
は
加
市
(
区
)
、
女
性
問

題
に
関
す
ゑ
長
室
者
研
修

は
悶
市
(
区
)
。
女
性
問
題
に

闘
す
る
諮
問
機
関
を
長
回
し
て

い
る
の
は
的
市
(
区
)
、
段
置

を
予
定
し
て
い
る
の
が
8
市
。

女
性
セ
ン
タ
ー
、
会
館
等
を
設

置
し
て
い
る
の
は
訂
市
(
区
)

明
記
施
設
。
計
画
申
6
市
(
区
)

6
施
霞
。

(
数
字
は
羽
牢
7
月

「
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
女
性
雨
題
に

関
す
る
行
政
の
推
進
体
制
に
つ

い
て
」
)

11111111 1111 1111川

ム
H
a
桂
書
房
刊
、
二
O
O
O円・・
食

11111 

を
監
事
し
、
実
際
の
記
事
例
で

な
に
が
性
差
別
か
を
考
え
、
メ

デ
ィ
ア
と
の
話
し
合
い
を
通
じ

て
練
り
直
し
た
。
そ
れ
ら
を
内

容
と
し
た
の
が
1
9

9
l
年

『
メ
デ
ィ
ア
に
魁
か
れ
る
女
性

像
新
聞
を
め
ぐ
っ
て
』
。

l

年
後
に
本
へ
の
批
判
や
意
見
を

「
反
鶴
編
」
と
し
て
自
費
出
版

し
た
。と
の
ほ
ど
双
方
品
切
れ
に
な

(揮3彊郵置物認 可)

望

ま

し

い

修

正

を

加

え

て

刊

行

l

山
女
性
が
記
事
に
な
る
時
、
「
女
場
合
も
男
を
基
蹄
に
女
で
あ
る

川
性

nδ
」
や
「
お
母
さ
ん

O
O」
乙
ル
与
し
る
し
付
け
、
区
別
さ

川
な
ど
の
見
出
し
が
多
用
さ
れ
、
れ
る
。
言
に
は
男
性
と
の
差

川
「

O
Oだ
わ
」
の
よ
主
語
尾
異
を
強
制
し
、
「
女
な
ら
で
は

酬
が
付
く
。
こ
れ
は
単
な
る
事
実
の
」
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ

川
に
み
え
る
が
、
を
う
で
は
な
い
。
プ
の
女
性
像
と
位
回
復
制
を
伝

川
外
国
人
の
一記
事
の
見
出
し
に
は
え
弓
高
も
泉
佐
を
罰
的

川
「
O
O人
が
ど
う
し
た
」
と
函
に
描
い
て
い
る
。

川
名
が
暗
号
乙
れ
る
が
、
女
性
の
新
聞
の
中
の
性
差
別
的
表
現

自
然
分
娩
と
育
児

匡~

安奇r./'、来斤""
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事キ字~Z期 揺をI[""森の中の淑女たち」
事害予 チの lR 

i和的
流通す号
研信詳塁
手員 千言言

輔!?:事zRiii11i五集igi zj齢 者岩
崎山?髄?で高T襲w
sfi新計423G
1;1iii i;i 
人
口
鈎
万
人
以
上
の
市
(
特

別
区
)
、
人
口
却
方
人
未
満
の

l目黒性!

ヨ
昨
年
、
多
く
の
女
性
た
ち
の

、ン

共
感
を
呼
ぴ
、
大
好
評
の
う
ち

ド

に
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
終
え
た
カ

一
ナ
ダ
映
画

『森
の
中
の
淑
女
た

ロ

ち
』
が
、
再
び
上
映
さ
れ
る
遡

び
と
な
り
ま
し
た
。

川

平
均
年
齢
初
歳
。
脚
本
な
し
。

」

初
め
て
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
女

勺

性
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

ぺ

方
、
経
験
を
語
る
こ
と
で
物
悟

-
ー
を
綴
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
手
法
で
作
ら
れ
た
こ
の
映

闘
は
、

μ
映
圃
の
奇
跡
d

と
ま

ず
言
わ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

作
品
は
、
脚
本
家

・
グ
ロ
リ

ア
・
テ
マ
l
ズ
o
灯
設
で
と
の

世
f卓
志
っ
た
彼
女
の
最
初
で
霞

後
の
長
編
劇
映
画
。
監
笛
は

「
出

呈

豆
ロ
E
」
で
彼
女

と
と
も
に
共
同
リ
サ
ー
チ
し
脚

本
を
白
い
た
シ
ン
シ
ア
・
ス
コ

ッ
ト
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
て
い

ま
す
。ア
ン
コ
ー
ル

・
ロ
1
ド
シ
ョ

〈
女
性
の
一
生
を
通
じ
て
妊

娠
・
出
産
・
育
児
を
考
え
る
〉

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
で
は
、
H

パ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
設
立
基
金
H

を
開

設
。
寄
付
金
、
出
資
金
、
協
力

債
を
募
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
は
、
神
奈

川
県
内
唯

一
の
公
立
の
単
科
の

お
産
の
施
程
「
神
奈
川
県
立
母

子
セ
ン
タ
ー
」
廃
止
を
き
っ
か

け
に
、
利
用
者

・
職
員

・
質
向

者
が
集
ま
り
、
自
然
な
分
娩
と
、

母
乳
を
中
台
」
し
た
自
然
育
児

を
目
指
す
パ
l
ス
セ
ン
タ
ー
を

作
ろ
う
と
宿
動
し
て
い
る
会
で

す。最
近
の
お
産
は
、
病
院
や
産

院
が
ほ
と
ん
ど
で
、
し
か
も
、

休
目
や
夜
間
の
出
産
を
避
け
る

た
め
に
、
識
で
、
計
画
し
た
回

時
に
産
ま
せ
る
よ
つ
に
し
て
い

ま
す
。
陣
痛
促
蓮
副
の
被
笥
b

噌
え
て
い
ま
す
。
パ
l
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
「
家
族
も
参
加
し
て

新
し
い
命
を
通
え
た
い
」
「
産

-妊娠、出産、育児を考えるカンガルーの会.

み
答
組
回
航

り
進
抱

取
前
悶

の
が
叶

題
上
風

間
以
別

性
割
削

女

8

国

マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
(
日
本
語

i
2
0
0
字
、
英
語
7
0
0

32
官
以
内
)
、
写
真

(本

人
の
顔
写
真
と
、
レ
ポ
ー
ト
の

公~〈木曜日〉

者
i
家
庭
医
と
専
門
医
の
連
埠
Jレ
0
0
円
(
交
流
会
開
)
申
込
み
い
て
H
中
野
聡
恭
(
神
高
川
県
資
源
同
日
幽
同
時
羽
分
茎
京
区
民
セ
小
百
合
(
女
8
1
0
0
0
同
級
物
付
)

闘
合
せ
r

日
間
ク
ラ
と
と
雇
む
・
撃
を
い
」
、
同
時
泊
客
情
報
セ
ン
タ
ー
E
Q
d
Q
H
-
m
の
世
界
銀
E
E
萌
だ
ち
ゆ
き
己
(
W

)
を
中
心
に

同
セ
ン
タ
ー
封
働
部
官
0
4
6
6
・
回
収
商
業
協
同
組
合
)
、
中
績
予
ン
タ
1
(
地
・
宮
駅
)
岬
師
問
合
せ
開
人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
プ
宮
m
・
3
2
0
3
・Q干

44
分
「
私
た
ち
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
盟

・
3

4

3

0

w

B

-ジ

λ
ン
事
局
長
)
、
「
コ

ロ
自
国
同
時
泊
分
間
組
合
闇

U
・2
l
l
l
内
印
刷
(
六
和
問
問
者
の
金
生
活
世
世
代
山
川
暁
夫
(
大
阪
経
開
法
科
大
教

宮
町出
・
3
3
6
2
Q
8
3
0

.
、y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
豊
か
な

る
つ
」
、
パ
ザ
!
湖
円
託
児
有

・
ノ
l
ゴ
ル
フ
園
開
フ
方
llヲ
ム
ン
ピ
ュ
l
タ
ソ
フ
よ
喜
姫
宮
」
荒

・
市
民
活
動
応
握
摘
鹿
「
助
成
金
中
国
耳
木
長
期
人
叫
医
師
)

川

・
力
ン
ポ
デ
の
女
性
と
開
発
友
)
、
②
水
に
つ
い
て
H
小
川
浩
(
ア
殴
)
畑
円
間
内
せ
向
通
宮
蚕

・
連
鞭
調
座

「生
と
禿
の
デ
ザ
イ

憶
は
可
能
な
f
」
5
い
ろ
い
ろな
視

申
広
み
同
興
行
委
耶
摘
局
君
臨
・
制

牧
敏
夫
帽
タ
ス
代
理
田
岡
程
)
ベ
今

は
あ
な
た
吾
待
っ
て
い
る
/
|
|
剛
円
主
催
日
仏
女
性
園
料
セ
ン
タ
山
口
同
同
時
初
日
分
総
貯
金
一
罰
ク
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
車
暗
所
所

官
邸
・
3
ヲ
E

8
・
8
a
o
b
ン
W
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
卜
l
ク
l

点
か
ら
密
と
性
を
き
老
l
a
b
i
-
-

2

6

引

日
間
同
時
泊
分
部
勤
労
掴
祉
自
の
傘
讃
唖
と
女
性
起
蝿
車
の
役

い
て
み
ヰ
つ出
す
人
の言
い
分、

も

間
ASP
事
描
局
・
中
間
宮
O
金
調
笠
通
新
聞
高
ノ
木
駅
)
盛
)
、
山
門
岳
志
(
川
と
掴
の
一
理
揖

・
国
際
家
旗
手
y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ッ
コ
ロ
しず足措っ
て
み
辛
?
|

同
日
出
回
一
同
泊
分
エ
ポ
y
z
m

-
等
ι
回
迫
斗
市
女
性
フ
ヲ
よ
フ

金
魁
(
地
八
丁
堀
駅
5
8
副
」
植
田
政
煮
え
阪
市
立
大
教
師
匠
)
、

ら
た
側
の
ノ
ウ
ハ
ウ

」

4

9

:
臼

S

in
n
g
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
女
性
国
会
闘
を
ザ
る
合
理
判
明
噴
き
、
@
ゴ
ミ
に
作
家
族
つ
て
な
晶
に
ω

旧
日
回
目
時
鈎
分
間
京
Y
W
C

(
地
盛
駅
西
口
す
ぐ
)
司
会
庄

ム
「
要
の
座州
出血
ぶ
な
い
H

」
「
な
ぜ
私
た
ち
は
ゴ
ル
フ
場
に
反
対

「大
阪
子
週
れ
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
情

ロ
日
出
同
時
切
分
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
3
8
自
陣
捕
ふ
テ
反
戦
草
間
、
ソ
ク
ア
レ
イ
パ
l
〈
カ
ン
ポ
つ
い
て
川
腫
尿
専
問
(
際
援
物
を
考
凶
口
一
回
目
同
時
期
建
廼
窪
田

A
告
曲
力
フ
マ
ン
ホ
ー
ル
(
掴
茶
ノ
司
岸
子
(
立
教
大
教
授
)
、
シ
ン
ポ
羽
田
四
日
同
時
狛
江
市
立
中
央
公
す
る
の
か
」
ゴ
ル
フ
ァ
ー
川
町
ノ
l
ゴ
報
」
岡
本
悠
持
(
ミ
ズ
プ
ラ
ン
ニ
ン

よ
己
は
よ
交
問
ラ
ウ
ン
ジ
(
桜
木
町
会
細
川
実
の
ゴ
品
し
小
選
ジ
ア
在
N
G
O
)、
コ
l
デ
ィ
永
l
え
る
市
民
室

、

業

光

子

宮

H
Z
bの
立
場
か
ら
主
開
室
長
5
分
)
佐
野
博
子
〔
桔
毒
ジ
ス
ト
・
山
富
提
(
「
人
闘
と
一
世
」
民
館
ホ
ー
ル
京
田
昌
・
狛
江
駅
す
ル
フ
「
ビ
デ
オ
「
管
理
」
、
ク
代
表
〉
、
薬
会
加
入
語

駅
品
、
ラ
ン
ド
7
1
3
1
1
差
剛
一
/
女
た
ち
の
雪

て

ぶ

つ

と

タ

l

苦
手
県
号
カ
ン
が
さ
き
ょ
」
宏
E

間
代
表
)
、
コ
1
3、

署

員

教

育

の

き

、

徳

永

溢

(

席

率

字

病

院

者

5

5

、

空

軍

事

ぐ
〉
朗
腕
「
字
書
」
小
林
事
長
に
き
メ
y
セ
l
ジ
ほ
申
量
-
g

露

宴

同

文

ド
)
重
一
冗
(
ト
ヨ
タ
財
団
)
ば
せ

ボ
ジ
7
E
3
l
ラ
ム
耶
明
白
骨

テ
イ
ネ
l
タ
!
軒
撃
(
か
な
が
面
か
色
、
軍
肢
を
め
ぐ
る
法
制
終
息
8
1
6
0
円
費
電
話
(
国
際
エ
イ
ズ
プ
ロ
ア
ェ
ク
ト
代
葉
子
、
議
題
H
杉
井
静
天
井
か
前
売
16
1
円
、
当
日
1
5
化
部
女
性
翼
線
宮
ω
・
1

l

柳
喜
子
(
エ
イ
ポ
ン
女
性
文
化
セ
ロ
臼
出
同
時
普
賢
郵
福
ω
-
i
3
4
2
d
E
わ
の
あ
す
暴
く
ま
間
組
曲
協
揖
告
書
、
豊
富
士
寵
・
迎
枯
国
開
予
約
申
告
間
色
せ
了
斑
閉
Y
表
)
、
議
出
(
国
守
霊
童
院
股
壬
)
、
回
中
国
艶
子
(
「
わ
い
ふ
」
0
0
円
間
合
せ
同
事
局
世
田

0

3

1
F
A
X
m
9
4
4
-6

ン
タ
l
)
、
阿
部
拍
子
(
み
ず
色
)
他
、
基
節
制
同
主
随
0

・
間
人
民
主

・
ス
テ
キ
に
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
窃
開
局
)
削
人
申
込
み
同
セ
柵
人
年
直
径
百
世
田
・
2

?

0
・
W
C
A
隅
座
企
菌
世
間
目
i
9
3
保
健
統
計
人
口
宇
部
部
長
)
、
量
霊
長
〉
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
2
?
6
・
1
6
4
8
(
用
水
金
6
4
8
3
耳
目
締
切

l

i

円

保

育

有

宮

ク

ラ

ブ

間

寝

室

O

i

-

-

あ
な
陸
将
来
五

T喜

を

ン

L

E

部

官
O

i

-
-

i

・5

4

2

1

揮

下

〔

署

員

第

一

一

病

院

重

量

控

2

・
3

i

H

時

以

降

〉

g

-
E

覇

究

実

学

フ
ォ
ラ
ム
よ
と
は
ま
宮
円
ワ
E
日
・
4

7

s

b

選

ひ
ま
す
か

幻

・
9
1
1
1
内
班
、
か
な
が
わ
の
つ
判

|
|
引
制
I
l
l
l川
l
ー
パ
イ
」

抽
人
科
助
教
侵
)
別
名
申
込
み
l
i
l
l

-
7
3
1
部
障
壁
体
報
告
雲
習
会
V
簡
3期
「
『
地
壇
紛
争
』
に

;

i

s

g

き

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

同

日

ヤ

2

5

m

E

2

3

2

豊

富

一

お

知

ら

せ

一

・

3
エ
ポ
y
ク
叩
話
5

・
「や
主

義

」

3

・
越

智

聞

は

時

日
本
キ
リ
ス
ト
教

震
は
伺
客
室

か」

-
ヨ
1
日
々
の
反
撃
動
は
今
「
ど
フ
宰
雪
こ
れ
か
り
の
病
院
介

「恋
b
仕
事
言
張
っ
て
生
き
よ
2
?
・
I
l
l
1
内
1
1
6

「
|
ト
|
|
|
ド
ト
|
I
l
l
i
-
-l
a
r
l」

p

i

-

-

b

l

s

舎

と
デ
モ

会
館
(
地
・
早
椙
田
駅
5
8
7
n
目
附
同
時
四
番
町
区
畏
雲

ロ
日
出
時
間
釦
分
な
が
れ
や

護
費
用
」

う

」

富

子

あ

ず

さ

〈

哲

迎

田

)

、

げ

・
「自
芋
レ
て
生
吾
る
こと」

3

・
コ
メ

ど
つ
な
る
ど
つす
る

・

軍
族
と
世
・
セ
ク
シ
ャ
リ
4
7
ィ

・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
っ
工
何

泊
日
闘
は
時
明
治
大
学
大
学
院
3
l
研
究
の
状
伺
E

各
理
丙
震
か
ら
室
(
出
・
半
蔵
門
頃
3
分
)
瑚
円

(
高
田
馬
場
問
主
)
車
の
ホ
同
日
冊
目
時
初
分
国
立
教
育
会
日
「
在
の
一
就
職
の
現
状
と
線
路
」

北
隠

程
霊

園
「
点
ら
れ
る
、
高

こ
れ
官

の
コメ
連

事

主

5
自
分
の
歴
史
書

価
す
る
こ
と
か
っ
l
iそ
の
光
長

南

鯛

室

(

調

茶

ノ

義

っ

き

封

の

田
川
凹

1994年 3月 10日(3 ) 
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総
会tf

地
球
が
選
ん
だ

賞
で
す
。

治恥ー

'93通産省ク、ツド・テ‘ザ!イン商白特別賞

「地球にやさしいテ、ザイン賞」

そ9

…
サ
ラ
ン
ラ
ッ
ズ
は

二
人
と
環
境
に
や
さ
し
く
L

め
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミ…

-
刃
が
簡
単
に
は
が
せ
る
か
ら
、

使

い

終

わ

っ

た

あ

と

分

別

処

理

も

ス

ム

ー

ス

で

す

。

-

指

に

直

接

触

れ

な

い

位

置

に

刃

を

変

更

し

て

い

る

か

ら
、
あ

わ

て

て

箱

を

つ

か

ん

で

も

安

心

で

す

。

サランラッコ。

-

軽

い

力

で

簡

単

に

カ

ッ

ト

で

き

、
巻
き
一
反
り
や

飛

び

出

し

を

防

ぐ

機

能

も

付

い

て

い

ま

す

。

松下電器産業株式会社

レギュラ L家直用300IIx四m

角田ft:瓜支/ザランラ・3フ頓宛(線)



〈木曜日〉 (4 ) 1994年 3月 10日受帝ノ、来斤降肩国壬量E(第3種郵便物館可)

ん
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す。
ク
ロ

l
プ
は
、
お
菓
子
や

料
理
の
ほ
か
、
タ
バ
コ
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
市
販
さ
れ
て
い
る
、
ク
ロ

ー
プ
入
り
の
タ
バ
コ
「
ク
レ

テ
ッ
ク
」
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

製
)
が
そ
う
で
す
。

今
回
の
料
理
は
、
ク
ロ
ー

プ
の
ホ
ウ
ル
(
粒
)
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
は
食

加
古
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
墜
文

協
か
ろ
「
か
こ
さ
と
し
の
食
べ

ご
と
大
発
見
」
(
全
叩
巻
・
各

二
千
二
百
円
)
と
い
う
絵
本
を

出
版
し
た
。
小
学
校
中

・
高
学

年
以
上
向
け
の
や
さ
し
い
料
理

の
本
だ
が
、
た
だ
料
理
を
作
る

だ
け
の
レ
シ
ピ
集
で
は
な
い
。

食
べ
る
と
い
う
の
は
生
活
そ
の

も
の
。
す
な
わ
ち
「
食
べ
む
と
」

だ
と
い
う
哲
学
で
、
料
理
や
素

材
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

載
せ
、
「
人
聞
が
望
ら
し
て
い

く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
」
メ
y

セ
l
ジ
を
伝
え
て
い

る。
例
え
ば
第
一
巻
「
ご
飯
み
そ

汁
ど
ん
ぶ
り
め
し
」
で
は
、
お

い
し
い
と
飯
の
炊
き
方
や
、
か

ま
め
し
、
た
き
こ
み
と
飯
、
お

む
す
び
、
か
ゆ
、
ぞ
う
す
い
な

ど
の
作
り
方
を
分
か
り
ゃ
す
く

図
解
す
る
中
で
、
「
コ
メ
は
生

き
も
の
だ
か
ら
、
天
候
気
温
で

変
わ
る
」
の
で
「
手
塩
と
手
数

を
か
け
よ
う
」
と
教
え
る
。

ま
た
、
第
五
巻
「
い
ろ
い
ろ

食
事
春
秋
、
つ
ま
い
」
で
は
、
元

日
一
の
お
せ
ち
料
理
や
雑
煮
に
始

ま
り
、
節
分
・
花
見
、
七
夕
、

月
見
、
年
越
し
そ
ば
ま
で

一
年

の
食
事
と
、
ひ
な
節
句
、
盆
行

事
、
七
五
三
祝
い
等
の
食
脳
歳

時
記
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
郷

土
一
食
も
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

一
1
十
巻
ま
で
、
タ
イ
ト
ル

の
頭
文
字
を
つ
な
げ
る
と
〈
ご

ち
そ
う
い
た
だ
き
ま
す
〉
に
な

生活そのもの
遊びゃ郷土食を掘り起こす

「食べる」

ことは

ズ
絵
本
を
古
い
て
い
る
。
今
度

の
「
食
べ
ご
と
大
発
見
」
も
、

子
ど
も
た
ち
の
聞
に
伝
-
え
ら
れ

て
き
た
「
遊
び
」
が
発
想
の
一

端
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。

そ
の
ひ
と
つ
に
「
た
こ
入
道

の
絵
か
き
遊
び
」
が
あ
る
O

H
雨

が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
き
て
、
み

…
…
機
一
回
閣
僚
協
贋
艶
腿
組
側
舞
鶴
一
…
…

ス
パ
イ
ス
に
つ
い
て
の
愚

も
古
い
記
録
は
、
今
か
ら
五

千
年
も
前
の
乙
と
。
人
間
と

ス
パ
イ
ス
の
結
び
つ
き
は
、

と
て
も
古
く
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
と
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ク
ロ

l
ブ
も
、
古
い
歴
史

を
持
つ
ス
パ
イ
ス
で
す
。
紀

元
前
三
世
紀
の
頃
に
は
、
皇

帝
に
揮
謁
す
る
宮
廷
の
官
吏

た
ち
は
、
口
臭
が
し
な
い
よ

う
に
、
ク
ロ

l
プ
を
口
に
含

べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ク
ロ

l
ブ
だ
け
を
と

飯
に
入
れ

T
炊
く
と
、
カ
レ

ー
に
良
く
合
い
ま
す
。

〈
チ
キ
ン
ビ
リ
ヤ
二
〉

【
材
料
】

(5
人
分
)

米
;
3
c、
玉
ね
ぎ
・
-

個
、
パ
タ
l
:大
さ
じ

3
、

騰
の
爪
・
・3
本
、
ベ
イ
リ
ー

ブ
ス
・・

1
枚
、
ク
ロ

1
プ
(
ホ

第 1057号

ウ
ル
)
:
・5
粒
、
シ
ナ
モ
ン

ス
テ
ィ
ッ
ク
・:
l本
、
鶏
ぶ

つ
切
り
肉
:
・
制

g
、
ア
ー

モ
ン
ド
・
目
粒
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ
l
・:小
さ
じ
l
、
カ
ル

ダ
モ
ン
(
パ
ウ
ダ
ー
)
小
さ

じ
肉
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
・
小

さ
じ
l
、
塩
・:小
さ
じ
l
、

水
:
・3
c、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
(
冷
凍
)
・

-mg、

砂130‘

欄F
り

【
作
り
方
】

①
米
は
洗
い
、
水
気
を
切

っ
て
お
く
。
玉
ね
ぎ
は

l
m

角
に
切
る
。

②
鍋
に
パ
タ
!
と
鷹
の

爪
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
、
ク
ロ
ー

プ
、
シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
入
れ
火
に
か
り
、
香
り
が

出
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加
え
、
透

き
通
る
ま
で
妙
め
る
。

③
鶏
肉
を
加
え
、
焼
き
色

で
「
丸
ご
と
」
活
用
す
る
こ
と
。

て
欲
し
い
。
食
事
に
は
準
備
、

野
菜
も
担
っ
乙
か
ら
葉
の
先
ま
後
片
づ
り
、
菜
園
の
手
入
れ
な

で
食
べ
る
こ
と
。
第
一
一
、
食
卓
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
労

は
プ
ラ
ザ
(
広
場
)
で
あ
り
、
力
を
、
楽
し
み
を
味
わ
う
た
め

食
楢
は
議
会
で
あ
る
。
ゆ
え
に
の
ひ
と
つ
の
経
験
と
考
え
れ

究
流
の
場
に
し
て
欲
レ
い
。

ば
、
人
生
の
幅
が
広
が
る
だ
ろ

第
三
に
、
食
時
(
食
事
時
間
)
う
。
こ
の
三
点
は
「
大
人
に
も

に
人
生
の
四
分
の
て
一
日
六
伝
え
た
い
メ
γ
セ
l
ジ
」
と
加

時
間
(
一
食
二
時
間
)
を
使
っ
古
さ
ん
は
言
う
。

製

日
日日

紹

ポ
ー
ラ
化
粧
品

肌
の
う
る
お
い
を
残
す

や
さ
し
い
洗
い
上
が
り

「へ
ル
シ
|
ガ
ー
デ
ン

ゾ
l
プ
セ
ッ
ト
」

ー
ミ
ィ
な
泡
立
ち
の
ス
ー
パ
ー

フ
ァ
ッ
ト
製
法
で
作
ら
れ
た
、

植
物
性
石
け
ん
。
肌
の
う
る
お

い
を
残
す
や
さ
し
い
洗
い
上
が

り
。

「ピ
l
チ
の
香
り
」
(
ロ

イ
ヤ
ル
ゼ
リ
l
&ホ
ッ
プ
エ
キ

ス
)
、
「
カ
シ
ス
の
香
り
」
(
ロ

イ
ヤ
ル
ゼ
リ
1
&
ユ
ー
カ
リ
エ

キ
ス
)
、
「
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
レ

ン
ジ
の
香
り
」
(
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ

リ
l
&レ
モ
ン
エ
キ
ス
)
の
、

3
種
類
の
天
然
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
で
、
爽
や

か
な
使
い
心
地
。

6
個
入
り

・
1
0
0
0円、

9
個
入
り
・
1
50
0円
、
ロ

個
入
り

・
2
0
0
0円
、
日
個

入
り
・
2
5
0
0円
、
日
個
入

り
・

3
n
u
o円
。
全
国
の
主

要
百
貨
眉
で
発
売
中
。

ぜ

L

ポ
1
ラ
化
粧
品
で
は
、
ギ
フ

ト
用
『
へ
ル
シ
l
ガ
ー
デ
ン
ソ

ー
プ
セ
γ
ト
』
を
新
発
売
。

ヘ
ル
シ
!
ガ
ー
デ
ン
ソ
l
プ

は
、
手
の
ひ
ら
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
柔
ら
か
さ
と
、
豊
富
で
ク
リ

キ
ッ
コ
ー
マ
ン

が
つ
い
た
ら
ア
ー
モ
ン
ド
を

加
え
、
し
ば
ら
く
妙
め
る
。

④
米
を
加
え
、

2
1
3分

妙
め
る
。

⑤
④
を
炊
飯
器
に
入
れ
、

カ
イ
エ
ン
ペ
パ

l
、
カ
ル
ダ

モ
ン
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
、
塩

を
入
れ
て
混
ぜ
、
水
を
入
れ

て
普
通
に
炊
き
あ
げ
る
。

⑤
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
熱

湯
を
か
り
⑤
が
で
き
上
が
っ

た
ら
彩
り
よ
く
散
ら
す
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
た
く
さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
薬
臭
く

な
く
、
か
え
っ
て
ま
ろ
や
か

な
香
り
。
辛
さ
の
調
節
は
、

カ
イ
エ
ン
ペ
パ

l
で
。
好
み

で
ク
ル
ミ
や
レ
ー
ズ
ン
を
入

れ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

(資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

~ 

E宇

タ
イ

lis 

昨
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

住
む

p
さ
ん
か
ち
電
話
が
あ

っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
日
本
へ

来
た
と
言
、
っ
。
私
が
彼
女
と

知
り
合
っ
た
の
は
彼
女
が
東

京
の
大
学
に
留
学
し
て
い
た

頃
だ
か
ら
十
数
年
も
前
に
な

る
。
中
国
系
の
タ
イ
人
を
父

に
、
純
粋
タ
イ
人
を
母
に
持

ち
料
理
の
腕
か
バ
ッ
グ
ン
だ

っ
た
。家
に
い
た
頃
は
料
理
な
ど

し
た
と
と
も
無
か
っ
た
の

に
、
自
分
の
口
に
あ
う
も
の

を
食
べ
た
さ
に
、
お
母
さ
ん

の
味
を
思
い
出
し
つ
つ
作
っ

て
い
る
う
ち
に
腕
を
上
げ

た
。
寮
住
ま
い
だ
っ
た
の
で
、

気
ま
ま
に
作
れ
な
い
か
ら
と

材
料
を
抱
え
て
き
で
は
我
が

家
の
台
所
で
作
る
。
当
然
、

手
伝
う
こ
と
と
な
っ
た
私
は

い
つ
の
間
に
か
覚
え
、
気
が

つ
い
た
ら
友
人
、
知
人
に
食

べ
さ
せ
る
様
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
バ
ン
コ
ク
に
戻

っ
て
い
た
頃
は
、
私
が
行
く

度
に
彼
女
推
闘
の
安
く
て
お

い
し
い
食
べ
物
ゃ
に
案
内
し

て
く
れ
た
。

p
さ
ん
は
私
の

タ
イ
料
理
づ
く
り
の
い
ち
ば

ん
の
先
生
で
あ
る
。

昧
の
素
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
低
下
作
用

「
べ
に
花
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
日

あ
る
時
、
「
日
本
の
塩
ジ
ャ

ケ
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
、
タ

イ
に
も
同
じ
も
の
が
あ
る
の

よ
」
と
、
案
内
さ
れ
た
の
は
、

若
者
た
ち
の
集
ま
る
「
サ
イ

ア
ム
・
ス
ク
エ
ァ

l
」
の
片

隅
に
あ
る
お
か
ゆ
屋
だ
っ

た
。
タ
イ
の
お
か
ゆ
は
、
こ

の
国
に
多
く
住
む
中
国
系
の

人
々
と
共
に
入
っ
て
き
た
食

哩国量二............ ~ 
力マスサワラ

文
化
で
あ
る
が
、
今
で
は
、

全
国
ど
ん
な
小
さ
な
街
に
も

あ
る
、
立
派
な
タ
イ
料
理
。

こ
の
お
か
ゆ
に
二
種
類
あ

る
。
具
と
ス
l
プ
と
共
に
さ

つ
と
煮
た
「
カ
オ

・
ト
ム
」

と
自
が
ゅ
の
「
ジ
ョ
ッ
ク
」
。

p
さ
ん
が
つ
れ
て
行
っ
た
の

は
、
ジ
ョ
ッ
ク
屋
だ
っ
た
。

乙
の
司
か
ゆ
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
か
ず
と
共
に
食
べ
る
。

野
菜
紗
め
や
、
煮
物
も
多
種

類
あ
る
け
れ
ど
、
い
ち
ば
ん

素
朴
な
の
が
各
種
の
魚
の
平

物
だ
ろ
う
。
彼
女
が
日
本
の

塩
ジ
ャ
ケ
と
言
っ
て
注
文
し

た
の
は
プ
ラ
l
イ
ン
シ
l

(
タ
イ
ワ
ン
サ
ワ
ラ
)
の
平

物
。
焼
い
て
あ
り
か
す
か
に

ク
サ
ヤ
の
匂
い
が
す
る
。
た

だ
し
聞
き
で
は
な
く
輪
切
り

に
し
て
汁
に
白
け
込
ん
だ
よ

う
だ
。
塩
味
は
相
当
き
つ
い
。

ほ
ん
の
少
量
を
つ
ま
み
、
熱

々
の
白
が
ゆ
と
共
に
食
べ
る

と
美
味
。
何
杯
も
お
か
わ
り

を
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
独
特
と
思
っ
て
い
た

ク
サ
ヤ
が
タ
イ
に
も
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
タ
イ
の
お
か
ゆ

屋
の
こ
と
を
、

p
さ
ん
の
声

で
思
い
出
し
た
。(戸
田
杏
子
)

干物の上手な焼き方
焼き魚は強火のiき火が原則だ

が、干物は生魚に比べ身がしま

っており塩分も含まれているの

で、中火からやや弱めの火で焼

く。そのままでもおいしいが、

だし汁3、酒l、精口しょうゆ

0.5の割合の汁をかけながら焼

くと風味が出る。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

J
I
N
O
M
O
T
O
「
ベ
に
花

マ
ヨ

T
Eを
新
発
売
。

こ
の
製
品
は
、
良
質
の
ベ
に

花
油
を
原
料
に
使
い
、
そ
の
特

長
を
生
か
し
た
「
コ
ク
が
あ
っ

て
、
あ
と
味
す
っ
き
り
」
の
さ

わ
や
か
な
味
わ
い
。

べ
に
花
油
は
、
必
須
脂
肪
酸

で
あ
る
リ
ノ
l
ル
酸
を
た
っ
ぷ

り
含
み
、
体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
低
下
作
用
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
に
は
、
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
だ
け
を
低
下
さ
せ
る

働
ぎ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
オ
レ

イ
ン
酸
も
含
ん
で
い
て
、
ま
さ

に
健
康
志
向
の
高
晶
質
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
。価格

:-mg入
り
、

m円
。
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この減塩しょうゆの

いちばんのセールスポイントは原料です。だから、

仕上がりの明るさ・しらがの量に

応じて、好みの色を選べ、まto
もとの笹色に近い仕上がりの

自然色系を中心に、

栗色系~黒褐色系まで、全6/至。

r特選丸大豆滅塩しょうゆJ

全
体
染
め
に
便
利
な

液
状
タ
イ
プ
の
ヘ
ア
カ
ラ
i子美由野
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としう名前にしました。

自然な染め上がり

PAON 

新・登・場

@一……臨
時一

まるまるおいしくなった、「キッコーマン特選丸大豆減塩しようゆ」。

ニれヵミお客さまにぜひとも伝えていただきたL、5つのポイントです0
・原料大豆として良質の九大叫を10000使用。さらにおいしくまろやかになりました。

.しょうゆ本米のうまみ ・持りをのこしながら， 1;毎分だけを'約2分のIIこ減らしました。

・まずは野菜料理につけて・かけて。JL大¥1.10000の豊カ・なうまみカfよくわかります。

.つけて ・かけて味わうお料照にはもちろん.煮る・炊くのお料砲にもおすすめです。

.幹をあけたら必ず冷蔵庫に入れてください。おいしく色よくお使L寸、ただけます。
明おしゃれ

山発達策検式会社YHKEm)3糾 -5774おしゃれで自然なしらが染め."UifJlit'!‘lt"'"(，，，.線別}てあリ雌究庖樽の・主的f，d昆格段:U拘援するものてUIII!lぜん

〈木曜日〉 (4 ) 1994年 3月 10日受帝ノ、来斤降肩国壬量E(第3種郵便物館可)

ん
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す。
ク
ロ

l
プ
は
、
お
菓
子
や

料
理
の
ほ
か
、
タ
バ
コ
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
市
販
さ
れ
て
い
る
、
ク
ロ

ー
プ
入
り
の
タ
バ
コ
「
ク
レ

テ
ッ
ク
」
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

製
)
が
そ
う
で
す
。

今
回
の
料
理
は
、
ク
ロ
ー

プ
の
ホ
ウ
ル
(
粒
)
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
は
食

加
古
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
墜
文

協
か
ろ
「
か
こ
さ
と
し
の
食
べ

ご
と
大
発
見
」
(
全
叩
巻
・
各

二
千
二
百
円
)
と
い
う
絵
本
を

出
版
し
た
。
小
学
校
中

・
高
学

年
以
上
向
け
の
や
さ
し
い
料
理

の
本
だ
が
、
た
だ
料
理
を
作
る

だ
け
の
レ
シ
ピ
集
で
は
な
い
。

食
べ
る
と
い
う
の
は
生
活
そ
の

も
の
。
す
な
わ
ち
「
食
べ
む
と
」

だ
と
い
う
哲
学
で
、
料
理
や
素

材
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

載
せ
、
「
人
聞
が
望
ら
し
て
い

く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
」
メ
y

セ
l
ジ
を
伝
え
て
い

る。
例
え
ば
第
一
巻
「
ご
飯
み
そ

汁
ど
ん
ぶ
り
め
し
」
で
は
、
お

い
し
い
と
飯
の
炊
き
方
や
、
か

ま
め
し
、
た
き
こ
み
と
飯
、
お

む
す
び
、
か
ゆ
、
ぞ
う
す
い
な

ど
の
作
り
方
を
分
か
り
ゃ
す
く

図
解
す
る
中
で
、
「
コ
メ
は
生

き
も
の
だ
か
ら
、
天
候
気
温
で

変
わ
る
」
の
で
「
手
塩
と
手
数

を
か
け
よ
う
」
と
教
え
る
。

ま
た
、
第
五
巻
「
い
ろ
い
ろ

食
事
春
秋
、
つ
ま
い
」
で
は
、
元

日
一
の
お
せ
ち
料
理
や
雑
煮
に
始

ま
り
、
節
分
・
花
見
、
七
夕
、

月
見
、
年
越
し
そ
ば
ま
で

一
年

の
食
事
と
、
ひ
な
節
句
、
盆
行

事
、
七
五
三
祝
い
等
の
食
脳
歳

時
記
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
郷

土
一
食
も
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

一
1
十
巻
ま
で
、
タ
イ
ト
ル

の
頭
文
字
を
つ
な
げ
る
と
〈
ご

ち
そ
う
い
た
だ
き
ま
す
〉
に
な

生活そのもの
遊びゃ郷土食を掘り起こす

「食べる」

ことは

ズ
絵
本
を
古
い
て
い
る
。
今
度

の
「
食
べ
ご
と
大
発
見
」
も
、

子
ど
も
た
ち
の
聞
に
伝
-
え
ら
れ

て
き
た
「
遊
び
」
が
発
想
の
一

端
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。

そ
の
ひ
と
つ
に
「
た
こ
入
道

の
絵
か
き
遊
び
」
が
あ
る
O

H
雨

が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
き
て
、
み

…
…
機
一
回
閣
僚
協
贋
艶
腿
組
側
舞
鶴
一
…
…

ス
パ
イ
ス
に
つ
い
て
の
愚

も
古
い
記
録
は
、
今
か
ら
五

千
年
も
前
の
乙
と
。
人
間
と

ス
パ
イ
ス
の
結
び
つ
き
は
、

と
て
も
古
く
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
と
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ク
ロ

l
ブ
も
、
古
い
歴
史

を
持
つ
ス
パ
イ
ス
で
す
。
紀

元
前
三
世
紀
の
頃
に
は
、
皇

帝
に
揮
謁
す
る
宮
廷
の
官
吏

た
ち
は
、
口
臭
が
し
な
い
よ

う
に
、
ク
ロ

l
プ
を
口
に
含

べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ク
ロ

l
ブ
だ
け
を
と

飯
に
入
れ

T
炊
く
と
、
カ
レ

ー
に
良
く
合
い
ま
す
。

〈
チ
キ
ン
ビ
リ
ヤ
二
〉

【
材
料
】

(5
人
分
)

米
;
3
c、
玉
ね
ぎ
・
-

個
、
パ
タ
l
:大
さ
じ

3
、

騰
の
爪
・
・3
本
、
ベ
イ
リ
ー

ブ
ス
・・

1
枚
、
ク
ロ

1
プ
(
ホ

第 1057号

ウ
ル
)
:
・5
粒
、
シ
ナ
モ
ン

ス
テ
ィ
ッ
ク
・:
l本
、
鶏
ぶ

つ
切
り
肉
:
・
制

g
、
ア
ー

モ
ン
ド
・
目
粒
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ
l
・:小
さ
じ
l
、
カ
ル

ダ
モ
ン
(
パ
ウ
ダ
ー
)
小
さ

じ
肉
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
・
小

さ
じ
l
、
塩
・:小
さ
じ
l
、

水
:
・3
c、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
(
冷
凍
)
・

-mg、

砂130‘

欄F
り

【
作
り
方
】

①
米
は
洗
い
、
水
気
を
切

っ
て
お
く
。
玉
ね
ぎ
は

l
m

角
に
切
る
。

②
鍋
に
パ
タ
!
と
鷹
の

爪
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
、
ク
ロ
ー

プ
、
シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
入
れ
火
に
か
り
、
香
り
が

出
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加
え
、
透

き
通
る
ま
で
妙
め
る
。

③
鶏
肉
を
加
え
、
焼
き
色

で
「
丸
ご
と
」
活
用
す
る
こ
と
。

て
欲
し
い
。
食
事
に
は
準
備
、

野
菜
も
担
っ
乙
か
ら
葉
の
先
ま
後
片
づ
り
、
菜
園
の
手
入
れ
な

で
食
べ
る
こ
と
。
第
一
一
、
食
卓
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
労

は
プ
ラ
ザ
(
広
場
)
で
あ
り
、
力
を
、
楽
し
み
を
味
わ
う
た
め

食
楢
は
議
会
で
あ
る
。
ゆ
え
に
の
ひ
と
つ
の
経
験
と
考
え
れ

究
流
の
場
に
し
て
欲
レ
い
。

ば
、
人
生
の
幅
が
広
が
る
だ
ろ

第
三
に
、
食
時
(
食
事
時
間
)
う
。
こ
の
三
点
は
「
大
人
に
も

に
人
生
の
四
分
の
て
一
日
六
伝
え
た
い
メ
γ
セ
l
ジ
」
と
加

時
間
(
一
食
二
時
間
)
を
使
っ
古
さ
ん
は
言
う
。

製

日
日日

紹

ポ
ー
ラ
化
粧
品

肌
の
う
る
お
い
を
残
す

や
さ
し
い
洗
い
上
が
り

「へ
ル
シ
|
ガ
ー
デ
ン

ゾ
l
プ
セ
ッ
ト
」

ー
ミ
ィ
な
泡
立
ち
の
ス
ー
パ
ー

フ
ァ
ッ
ト
製
法
で
作
ら
れ
た
、

植
物
性
石
け
ん
。
肌
の
う
る
お

い
を
残
す
や
さ
し
い
洗
い
上
が

り
。

「ピ
l
チ
の
香
り
」
(
ロ

イ
ヤ
ル
ゼ
リ
l
&ホ
ッ
プ
エ
キ

ス
)
、
「
カ
シ
ス
の
香
り
」
(
ロ

イ
ヤ
ル
ゼ
リ
1
&
ユ
ー
カ
リ
エ

キ
ス
)
、
「
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
レ

ン
ジ
の
香
り
」
(
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ

リ
l
&レ
モ
ン
エ
キ
ス
)
の
、

3
種
類
の
天
然
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
で
、
爽
や

か
な
使
い
心
地
。

6
個
入
り

・
1
0
0
0円、

9
個
入
り
・
1
50
0円
、
ロ

個
入
り

・
2
0
0
0円
、
日
個

入
り
・
2
5
0
0円
、
日
個
入

り
・

3
n
u
o円
。
全
国
の
主

要
百
貨
眉
で
発
売
中
。

ぜ

L

ポ
1
ラ
化
粧
品
で
は
、
ギ
フ

ト
用
『
へ
ル
シ
l
ガ
ー
デ
ン
ソ

ー
プ
セ
γ
ト
』
を
新
発
売
。

ヘ
ル
シ
!
ガ
ー
デ
ン
ソ
l
プ

は
、
手
の
ひ
ら
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
柔
ら
か
さ
と
、
豊
富
で
ク
リ

キ
ッ
コ
ー
マ
ン

が
つ
い
た
ら
ア
ー
モ
ン
ド
を

加
え
、
し
ば
ら
く
妙
め
る
。

④
米
を
加
え
、

2
1
3分

妙
め
る
。

⑤
④
を
炊
飯
器
に
入
れ
、

カ
イ
エ
ン
ペ
パ

l
、
カ
ル
ダ

モ
ン
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
、
塩

を
入
れ
て
混
ぜ
、
水
を
入
れ

て
普
通
に
炊
き
あ
げ
る
。

⑤
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
熱

湯
を
か
り
⑤
が
で
き
上
が
っ

た
ら
彩
り
よ
く
散
ら
す
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
た
く
さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
薬
臭
く

な
く
、
か
え
っ
て
ま
ろ
や
か

な
香
り
。
辛
さ
の
調
節
は
、

カ
イ
エ
ン
ペ
パ

l
で
。
好
み

で
ク
ル
ミ
や
レ
ー
ズ
ン
を
入

れ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

(資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

~ 

E宇

タ
イ

lis 

昨
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

住
む

p
さ
ん
か
ち
電
話
が
あ

っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
日
本
へ

来
た
と
言
、
っ
。
私
が
彼
女
と

知
り
合
っ
た
の
は
彼
女
が
東

京
の
大
学
に
留
学
し
て
い
た

頃
だ
か
ら
十
数
年
も
前
に
な

る
。
中
国
系
の
タ
イ
人
を
父

に
、
純
粋
タ
イ
人
を
母
に
持

ち
料
理
の
腕
か
バ
ッ
グ
ン
だ

っ
た
。家
に
い
た
頃
は
料
理
な
ど

し
た
と
と
も
無
か
っ
た
の

に
、
自
分
の
口
に
あ
う
も
の

を
食
べ
た
さ
に
、
お
母
さ
ん

の
味
を
思
い
出
し
つ
つ
作
っ

て
い
る
う
ち
に
腕
を
上
げ

た
。
寮
住
ま
い
だ
っ
た
の
で
、

気
ま
ま
に
作
れ
な
い
か
ら
と

材
料
を
抱
え
て
き
で
は
我
が

家
の
台
所
で
作
る
。
当
然
、

手
伝
う
こ
と
と
な
っ
た
私
は

い
つ
の
間
に
か
覚
え
、
気
が

つ
い
た
ら
友
人
、
知
人
に
食

べ
さ
せ
る
様
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
バ
ン
コ
ク
に
戻

っ
て
い
た
頃
は
、
私
が
行
く

度
に
彼
女
推
闘
の
安
く
て
お

い
し
い
食
べ
物
ゃ
に
案
内
し

て
く
れ
た
。

p
さ
ん
は
私
の

タ
イ
料
理
づ
く
り
の
い
ち
ば

ん
の
先
生
で
あ
る
。

昧
の
素
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
低
下
作
用

「
べ
に
花
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
日

あ
る
時
、
「
日
本
の
塩
ジ
ャ

ケ
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
、
タ

イ
に
も
同
じ
も
の
が
あ
る
の

よ
」
と
、
案
内
さ
れ
た
の
は
、

若
者
た
ち
の
集
ま
る
「
サ
イ

ア
ム
・
ス
ク
エ
ァ

l
」
の
片

隅
に
あ
る
お
か
ゆ
屋
だ
っ

た
。
タ
イ
の
お
か
ゆ
は
、
こ

の
国
に
多
く
住
む
中
国
系
の

人
々
と
共
に
入
っ
て
き
た
食

哩国量二............ ~ 
力マスサワラ

文
化
で
あ
る
が
、
今
で
は
、

全
国
ど
ん
な
小
さ
な
街
に
も

あ
る
、
立
派
な
タ
イ
料
理
。

こ
の
お
か
ゆ
に
二
種
類
あ

る
。
具
と
ス
l
プ
と
共
に
さ

つ
と
煮
た
「
カ
オ

・
ト
ム
」

と
自
が
ゅ
の
「
ジ
ョ
ッ
ク
」
。

p
さ
ん
が
つ
れ
て
行
っ
た
の

は
、
ジ
ョ
ッ
ク
屋
だ
っ
た
。

乙
の
司
か
ゆ
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
か
ず
と
共
に
食
べ
る
。

野
菜
紗
め
や
、
煮
物
も
多
種

類
あ
る
け
れ
ど
、
い
ち
ば
ん

素
朴
な
の
が
各
種
の
魚
の
平

物
だ
ろ
う
。
彼
女
が
日
本
の

塩
ジ
ャ
ケ
と
言
っ
て
注
文
し

た
の
は
プ
ラ
l
イ
ン
シ
l

(
タ
イ
ワ
ン
サ
ワ
ラ
)
の
平

物
。
焼
い
て
あ
り
か
す
か
に

ク
サ
ヤ
の
匂
い
が
す
る
。
た

だ
し
聞
き
で
は
な
く
輪
切
り

に
し
て
汁
に
白
け
込
ん
だ
よ

う
だ
。
塩
味
は
相
当
き
つ
い
。

ほ
ん
の
少
量
を
つ
ま
み
、
熱

々
の
白
が
ゆ
と
共
に
食
べ
る

と
美
味
。
何
杯
も
お
か
わ
り

を
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
独
特
と
思
っ
て
い
た

ク
サ
ヤ
が
タ
イ
に
も
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
タ
イ
の
お
か
ゆ

屋
の
こ
と
を
、

p
さ
ん
の
声

で
思
い
出
し
た
。(戸
田
杏
子
)

干物の上手な焼き方
焼き魚は強火のiき火が原則だ

が、干物は生魚に比べ身がしま

っており塩分も含まれているの

で、中火からやや弱めの火で焼

く。そのままでもおいしいが、

だし汁3、酒l、精口しょうゆ

0.5の割合の汁をかけながら焼

くと風味が出る。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

J
I
N
O
M
O
T
O
「
ベ
に
花

マ
ヨ

T
Eを
新
発
売
。

こ
の
製
品
は
、
良
質
の
ベ
に

花
油
を
原
料
に
使
い
、
そ
の
特

長
を
生
か
し
た
「
コ
ク
が
あ
っ

て
、
あ
と
味
す
っ
き
り
」
の
さ

わ
や
か
な
味
わ
い
。

べ
に
花
油
は
、
必
須
脂
肪
酸

で
あ
る
リ
ノ
l
ル
酸
を
た
っ
ぷ

り
含
み
、
体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
低
下
作
用
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
に
は
、
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
だ
け
を
低
下
さ
せ
る

働
ぎ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
オ
レ

イ
ン
酸
も
含
ん
で
い
て
、
ま
さ

に
健
康
志
向
の
高
晶
質
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
。価格

:-mg入
り
、

m円
。

.0. 
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この減塩しょうゆの

いちばんのセールスポイントは原料です。だから、

仕上がりの明るさ・しらがの量に

応じて、好みの色を選べ、まto
もとの笹色に近い仕上がりの

自然色系を中心に、

栗色系~黒褐色系まで、全6/至。

r特選丸大豆滅塩しょうゆJ

全
体
染
め
に
便
利
な

液
状
タ
イ
プ
の
ヘ
ア
カ
ラ
i子美由野

。
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としう名前にしました。

自然な染め上がり

PAON 

新・登・場

@一……臨
時一

まるまるおいしくなった、「キッコーマン特選丸大豆減塩しようゆ」。

ニれヵミお客さまにぜひとも伝えていただきたL、5つのポイントです0
・原料大豆として良質の九大叫を10000使用。さらにおいしくまろやかになりました。

.しょうゆ本米のうまみ ・持りをのこしながら， 1;毎分だけを'約2分のIIこ減らしました。

・まずは野菜料理につけて・かけて。JL大¥1.10000の豊カ・なうまみカfよくわかります。

.つけて ・かけて味わうお料照にはもちろん.煮る・炊くのお料砲にもおすすめです。

.幹をあけたら必ず冷蔵庫に入れてください。おいしく色よくお使L寸、ただけます。
明おしゃれ

山発達策検式会社YHKEm)3糾 -5774おしゃれで自然なしらが染め."UifJlit'!‘lt"'"(，，，.線別}てあリ雌究庖樽の・主的f，d昆格段:U拘援するものてUIII!lぜん


